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（

）

令
和

年
熊
本
地
震
で

起
き
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊

本
の
爆
発
事
故
に
つ
い

て
、
イ
オ
ン
は
前
週
、
外

部
専
門
家
で
構
成
す
る
事

故
調
査
委
員
会
の
発
足
を

明
ら
か
に
し
た
。
爆
発
事

故
発
生
原
因
お
よ
び
人
的

被
害
発
生
原
因
の
解
明
、

再
発
防
止
策
の
提
言
を
委

嘱
し
、
報
告
書
を
受
け
取

り
次
第
内
容
を
開
示
し

て
、
新
た
な
防
災
基
準
策

定
と
施
設
の
安
全
性
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
に
反

映
す
る
と
い
う
。

（

）

事
故
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
原

因
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
だ
か
ら
事
故
に
至
っ

た
と
の
検
証
が
な
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で

も
〝
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
原
因
説
〞

が
広
ま
っ
て
以
降
、
国
内

各
地
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
者
に

は
「
安
全
性
は
大
丈
夫

か
」「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
使
い

た
く
な
い
」
と
い
っ
た
、

問
い
合
わ
せ
と
も
風
評
と

も
判
別
が
つ
か
な
い
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
、
対
応
に

苦
心
す
る
状
況
が
本
紙
に

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
事

故
調
査
委
員
会
を
通
じ
て

し
っ
か
り
と
し
た
検
証
が

行
わ
れ
、
一
刻
も
早
く
正

し
い
認
識
が
広
ま
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

（

）

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
都
市

ガ
ス
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
え

ら
れ
な
い
地
域
の
暮
ら
し

や
産
業
を
支
え
て
い
る
。

災
害
時
に
復
旧
が
早
い
の

も
特
徴
で
、
事
故
調
査
委

員
会
の
検
証
後
も
、
多
く

の
人
々
の
生
活
を
支
え
て

い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

点
に
変
わ
り
は
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
検
証
結
果
を

受
け
て
講
じ
ら
れ
る
イ
オ

ン
の
対
応
策
を
大
い
に
注

目
し
た
い
。
新
た
な
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
安
全
性
の
一
層
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

社 説
事
故
調
査
委
の

検
証
注
目
す
る

きょうの紙面

ＴＢＡ版３
ＪＡＳＳーＰＯＲＴ麻生、最新洗車機導入

新ビジネス版２
新コスモス電機、ＣＯアラーム新モデル

ＬＰＧ版６
６月家業用販売量５％減43万㌧
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週間中東産原油コストの推移

期間
原油相場 為替レート（▲は円高）円建て原油コスト

㌦／㌭ 前週比 ㌦／円 前週比 円／ℓ 前週比
7/14～7/20 78.79 8.95 163.31 0.05 80.93 9.22
7/21～7/27 87.96 9.17 164.32 1.01 90.90 9.97

火曜日～ 7/28～8/3 79.83 ▲ 8.13 162.51 ▲ 1.81 81.59 ▲ 9.31
月曜日 8/4～8/10 78.69 ▲ 1.14 158.84 ▲ 3.67 78.61 ▲ 2.98

8/11～8/17 86.08 7.39 160.33 1.49 86.80 8.19
8/18～8/24 94.26 8.18 160.07 ▲ 0.26 94.89 8.09
7/15～7/21 78.79 7.30 163.36 0.06 80.95 7.53
7/22～7/28 88.47 9.68 164.57 1.21 91.57 10.62

水曜日～ 7/29～8/4 79.87 ▲ 8.60 161.23 ▲ 3.34 80.99 ▲ 10.58
火曜日 8/5～8/11 78.42 ▲ 1.45 158.94 ▲ 2.29 78.39 ▲ 2.60

8/12～8/18 86.99 8.57 160.36 1.42 87.73 9.34
8/19～8/25 95.59 8.60 160.02 ▲ 0.34 96.20 8.47

※原油はドバイ、オマーン平均、為替レートは三菱UFJ銀行のTTSレート

〈ＣＣＳバリューチェーン概念図〉

（注）増減は前年度末比、▲は減少。

都道府県
SS総数 事業者数

2025
年度末

2024
年度末 増減 2025

年度末
2024
年度末 増減

北 海 道 1,619 1,641 ▲ 22 693 691 2
北海道局計 1,619 1,641 ▲ 22 693 691 2
青 森 県 492 496 ▲ 4 235 240 ▲ 5
岩 手 県 458 466 ▲ 8 244 243 1
宮 城 県 577 588 ▲ 11 219 220 ▲ 1
秋 田 県 411 421 ▲ 10 188 195 ▲ 7
山 形 県 403 406 ▲ 3 198 201 ▲ 3
福 島 県 732 744 ▲ 12 353 361 ▲ 8
東北局計 3,073 3,121 ▲ 48 1,437 1,460 ▲ 23
茨 城 県 910 924 ▲ 14 529 542 ▲ 13
栃 木 県 587 592 ▲ 5 317 322 ▲ 5
群 馬 県 533 554 ▲ 21 240 249 ▲ 9
埼 玉 県 920 942 ▲ 22 364 374 ▲ 10
千 葉 県 952 967 ▲ 15 438 445 ▲ 7
東 京 都 869 896 ▲ 27 391 403 ▲ 12
神奈川県 744 765 ▲ 21 225 238 ▲ 13
新 潟 県 741 771 ▲ 30 379 391 ▲ 12
山 梨 県 315 329 ▲ 14 183 192 ▲ 9
長 野 県 733 744 ▲ 11 294 297 ▲ 3
静 岡 県 836 859 ▲ 23 388 404 ▲ 16
関東局計 8,140 8,343 ▲ 203 3,748 3,857 ▲ 109
富 山 県 329 339 ▲ 10 138 140 ▲ 2
石 川 県 316 321 ▲ 5 133 138 ▲ 5
岐 阜 県 633 647 ▲ 14 310 319 ▲ 9
愛 知 県 1,238 1,266 ▲ 28 452 465 ▲ 13
三 重 県 508 522 ▲ 14 235 239 ▲ 4
中部局計 3,024 3,095 ▲ 71 1,268 1,301 ▲ 33
福 井 県 236 248 ▲ 12 118 123 ▲ 5
滋 賀 県 284 287 ▲ 3 124 126 ▲ 2
京 都 府 383 392 ▲ 9 149 152 ▲ 3
大 阪 府 828 848 ▲ 20 295 304 ▲ 9
兵 庫 県 891 913 ▲ 22 320 333 ▲ 13
奈 良 県 233 240 ▲ 7 117 119 ▲ 2
和歌山県 329 340 ▲ 11 188 198 ▲ 10
近畿局計 3,184 3,268 ▲ 84 1,311 1,355 ▲ 44
鳥 取 県 187 191 ▲ 4 66 70 ▲ 4
島 根 県 284 286 ▲ 2 151 153 ▲ 2
岡 山 県 523 530 ▲ 7 215 218 ▲ 3
広 島 県 640 653 ▲ 13 290 296 ▲ 6
山 口 県 373 384 ▲ 11 161 164 ▲ 3
中国局計 2,007 2,044 ▲ 37 883 901 ▲ 18
徳 島 県 305 310 ▲ 5 179 180 ▲ 1
香 川 県 314 322 ▲ 8 130 137 ▲ 7
愛 媛 県 484 492 ▲ 8 237 240 ▲ 3
高 知 県 305 317 ▲ 12 174 177 ▲ 3
四国局計 1,408 1,441 ▲ 33 720 734 ▲ 14
福 岡 県 843 856 ▲ 13 288 295 ▲ 7
佐 賀 県 250 262 ▲ 12 103 106 ▲ 3
長 崎 県 408 424 ▲ 16 211 216 ▲ 5
熊 本 県 600 616 ▲ 16 276 283 ▲ 7
大 分 県 410 416 ▲ 6 198 200 ▲ 2
宮 崎 県 423 431 ▲ 8 185 191 ▲ 6
鹿児島県 716 739 ▲ 23 395 405 ▲ 10
九州局計 3,650 3,744 ▲ 94 1,656 1,696 ▲ 40
沖 縄 県 307 312 ▲ 5 116 118 ▲ 2
沖縄事務局計 307 312 ▲ 5 116 118 ▲ 2
全国合計 26,412 27,009 ▲ 597 11,832 12,113 ▲ 281

2025年度末現在の都道府県別
登録SS数と登録事業者数
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登録ＳＳ数
登録事業者数

過去10年間のＳＳ数と事業者数の推移
（品質確保法登録ベース）

過去10年間のＳＳ数と事業者数の推移
（品質確保法登録ベース）

コ
ス
モ
石
油
と
関
西
電

力
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金

属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
の
令
和

年

度
「
先
進
的
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業

船
舶
輸
送
案
件
に
係
る

分
離
回
収
・
液
化
・
一
時

貯
蔵
・
出
荷
設
備
の
設
計

作
業
等
」
に
関
す
る
公
募

で
大
阪
府
堺
泉
北
エ
リ
ア

で
の
業
務
を
受
託
し
た
。

関
西
電
力
堺
港
発
電
所

と
コ
ス
モ
石
油
堺
製
油
所

が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ

（
二

酸
化
炭
素
）
を
分
離
・
回

収
し
、
堺
港
発
電
所
で
共

同
で
液
化
・
貯
蔵
し
て
コ

ス
モ
石
油
の
桟
橋
か
ら
貯

留
地
に
出
荷
す
る
ま
で
の

設
備
設
計
を
行
う
。
両
社

合
計
で
年
間
約

万
㌧
の

Ｃ
Ｏ

出
荷
を
想
定
し
て

い
る
。

先
進
的
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業

は
、
横
展
開
可
能
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
す
る

た
め
、
模
範
と
な
る
先
進

性
の
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

が
支
援
す
る
制
度
。

年
度
に

案
件
を
選

定
し
て
事
業
を
開
始
し
、

年
度
以
降
は
さ

ら
に
進
め
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

設
計
、
貯
留
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
評
価
を
行
う
「
先
進
的

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
に
係
る
設
計

作
業
等
」
の
公
募
を
実

施
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送

案
件
・
船
舶
輸
送

案

件
を
選
定
し
て
い
る
。

両
社
が
受
託
し
た
堺
泉

北
エ
リ
ア
は
、
船
舶
輸
送

案
件
の
一
つ
。
す
で
に

年

月
に
「
設
計

作
業
等
」
の
業
務
を
受
託

し
、
共
同
で
Ｃ
Ｃ
Ｓ
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
は
検
討
結
果
を

踏
ま
え
て
、
液
化
・
貯
蔵

・
出
荷
設
備
の
共
用
化
に

よ
る
効
率
的
な
設
備
構
成

に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
潤
滑
油

特
約
店
筋
に
よ
る
と
、

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
、
潤
滑
油

・
グ
リ
ー
ス
の
製
造
に
使

用
す
る
合
成
系
基
材
の
Ｐ

Ａ
Ｏ
（
ポ
リ
ア
ル
フ
ァ
オ

レ
フ
ィ
ン
）
や
エ
ス
テ
ル

の
調
達
コ
ス
ト
が
増
大
し

て
い
る
と
し
て
、

月

日
出
荷
分
か
ら
価
格
改
定

す
る
。
コ
ス
ト
上
昇
分
を

従
来
の
月
次
改
定
幅
に
上

乗
せ
す
る
方
針
だ
。

対
象
製
品
は
潤
滑
油
ベ

ー
ス
オ
イ
ル
（
基
油
）
に

用
い
る
化
学
合
成
油
の
う

ち
Ｐ
Ａ
Ｏ
、
エ
ス
テ
ル
を

使
用
す
る
商
品
。
Ｓ
Ｓ
オ

イ
ル
に
は
対
象
製
品
は
な

い
と
い
う
。
基
材
別
の
上

乗
せ
額
は
Ｐ
Ａ
Ｏ
で
㍑

（

）

〜

円
、

エ
ス
テ
ル
は

〜

円
で
商
品
別
に
異
な
る
。

Ｐ
Ａ
Ｏ
や
エ
ス
テ
ル
は

主
に

％
化
学
合
成

油
の
基
油
と
し
て
、
レ
ー

シ
ン
グ
用
高
性
能
エ
ン
ジ

ン
油
や
過
酷
な
環
境
で
使

わ
れ
る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

油
、
冷
凍
機
油
、
工
業
用

ギ
ヤ
ー
油
、
特
殊
な
グ
リ

ー
ス
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

Ｐ
Ａ
Ｏ
は
耐
熱
性
や
酸

化
安
定
性
が
非
常
に
高

く
、
粘
度
変
化
が
少
な

い
。
エ
ス
テ
ル
は
金
属
表

面
に
吸
着
す
る
性
質
が
あ

り
、
油
膜
が
切
れ
に
く
く

潤
滑
性
に
優
れ
る
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
る
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
、
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
で
原
材
料

の
需
給
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
合
成
系
基
材
の
仕

入
れ
先
各
社
か
ら
価
格
改

定
の
申
し
入
れ
を
受
け
て

お
り
、
自
助
努
力
で
は
コ

ス
ト
上
昇
を
吸
収
す
る
の

は
困
難
な
状
況
と
説
明
。

必
要
数
量
を
継
続
的
に
調

達
す
る
に
は
、
仕
入
れ
先

各
社
か
ら
の
価
格
改
定
を

受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

と
取
引
先
に
理
解
を
求
め

て
い
る
。

エ
ネ
庁
は
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

の
な
か
で
も
と
く
に
地
域

に
と
っ
て
廃
業
の
影
響
が

大
き
く
、
重
点
的
に
維
持

す
る
必
要
が
あ
る
Ｓ
Ｓ
を

「
地
域
イ
ン
フ
ラ
Ｓ
Ｓ
」

の
候
補
と
し
て
、

カ
所

程
度
を
選
定
し
支
援
す
る

政
策
を
進
め
る
。

登
録
Ｓ
Ｓ
数
の
減
少
幅

は

・

％
で
、
最
近
数

年
間
は

・

〜

・

％
で
推
移
し
て
お
り
わ
ず

か
に
拡
大
し
た
。
ま
た
Ｓ

Ｓ
数
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た

年
度
末
の

万

カ
所
と
く
ら
べ
る
と

万

カ
所
減
、

・

％
減
と
半
数
以
下

に
減
っ
た
。

運
営
者
交
代
や
事
業
承

継
を
除
く

年
度

の
新
設
は

カ
所
で
、
前

年
度
の

カ
所
か
ら

カ

所
増
加
し
た
。
傾
向
と
し

て
は
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
や
国
道
バ

イ
バ
ス
沿
い
の
大
型
セ
ル

フ
Ｓ
Ｓ
、
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
系
の

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
な
ど
の
新
設

が
進
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。

都
道
府
県
別
で
は
関
東

や
中
部
、
近
畿
中
心
に
価

格
競
争
の
激
し
い
地
域
で

減
少
数
が
目
立
っ
た
。
最

も
減
少
数
が
多
い
の
は
新

潟
県
の

カ
所
、
次
い
で

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

年
度
末
（

年

月

末
）
現
在
の
品
質
確
保
法
に
基
づ

く
登
録
Ｓ
Ｓ
総
数
は

万

カ
所
で
前
年
度
末
比

・

％

減
、

カ
所
減
少
し
た
。

万

カ
所
を
割
り
込
む
と

と
も
に
、
減
少
数
は
前
年
度
末
か

ら

カ
所
増
え
て

カ

所
台
の
水
準
だ
。
エ
ネ
庁
で
は

「
近
年
と
同
水
準
の
緩
や
か
な
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
」
と
の
見

方
を
示
す
。
地
域
経
済
の
縮
小
や

燃
料
油
の
内
需
減
少
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
事
業
環

境
下
、
Ｓ
Ｓ
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る

＝
グ
ラ
フ
、
表
参
照
。

愛
知
県

カ
所
だ
っ
た
。

年
度
末
の
登

録
事
業
者
数
は

万

事
業
者
で
、
前
年
度

か
ら

事
業
者
減
少

し
た
。
減
少
数
が
最
も
多

い
の
は
静
岡
県
で

カ
所

と
な
っ
た
。
北
海
道
は

事
業
者
増
加
し
た
。

エ
ネ
庁
や
地
方
経
済
産

業
局
は
、

年
度

分
か
ら
揮
発
油
販
売
業
の

廃
止
届
出
を
行
わ
ず
に
廃

業
し
た
事
業
者
に
代
わ
っ

て
、
職
権
で
登
録
を
抹
消

す
る
「
職
権
消
除
」
を
行

っ
て
い
る
。

年

度
の
職
権
消
徐
件
数
は

件
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
除
く
減
少
数
は

事
業
者
と
な
る
。

新
規
登
録
事
業
者
数
は

事
業
者
で

事
業
者
増

え
た
。
Ｓ
Ｓ
事
業
の
撤
退

に
加
え
、
合
併
な
ど
で
登

録
を
抹
消
し
た
事
業
者
数

は

事
業
者
で

事

業
者
増
加
し
た
。

本
紙
算
定
の
円
建
て
週

間
原
油
コ
ス
ト
（
ド
バ
イ

・
オ
マ
ー
ン
平
均
）
は
、

〜

日
が
前
回
算
定
時

か
ら
㍑

円

銭
上
昇
の

円

銭
、

〜

日
が

円

銭
上
昇
の

円

銭
だ
っ
た
。
上
昇
は

週

連
続
。

週
ぶ
り
に

円

を
上
回
る
と
と
も
に
、
火

〜
月
曜
日
の
算
定
期
間
で

は

月
末
か
ら

月
初
め

以
来
、
お
よ
そ

カ
月
ぶ

り
の
高
値
に
引
き
上
が
っ

た
。
米
国
が
イ
ラ
ン
に
対

す
る
大
規
模
な
経
済
制
裁

を
開
始
す
る
と
発
表
し
、

原
油
相
場
が
続
騰
し
た
＝

別
表
参
照
。

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は

日
、
自
身
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
イ
ラ
ン
に
対
し
て

「
前
例
の
な
い
規
模
の
経

済
戦
争
」
を
行
う
と
表
明

し
た
。
イ
ラ
ン
と
の
間
で

金
融
や
商
業
な
ど
の
取
引

を
認
め
る
国
は
甚
大
な
経

済
的
打
撃
を
受
け
る
と

し
、
石
油
密
輸
や
送
金
な

ど
を
直
ち
に
停
止
す
る
よ

う
求
め
た
。

「
こ
れ
は
〝
経
済
的
な

Ｄ
デ
ー
（
大
規
模
作
戦
開

始
日
）〞
だ
。
す
べ
て
の

同
盟
国
は
イ
ラ
ン
の
脅
威

を
孤
立
さ
せ
打
ち
負
か
す

た
め
に
、
米
国
と
と
も
に

立
ち
上
が
る
必
要
が
あ

る
」
と
呼
び
か
け
た
。

ベ
ッ
セ
ン
ト
米
財
務
長

官
は

日
、
Ｘ
に
「
夜
明

け
と
と
も
に
経
済
的
な
Ｄ

デ
ー
が
始
ま
る
」「
わ
れ

わ
れ
の
目
標
は
テ
ヘ
ラ
ン

が
孤
立
す
る
ま
で
、
専
制

的
な
体
制
を
支
え
る
あ
ら

ゆ
る
経
済
的
な
生
命
線
を

断
ち
切
る
こ
と
だ
」
と
投

稿
し
た
。

一
方
、
イ
ラ
ン
の
ア
ラ

グ
チ
外
相
は

日
、
Ｘ
へ

の
投
稿
で
「
米
国
の
経
済

テ
ロ
は
世
界
経
済
と
各
国

の
主
権
を
脅
か
し
て
い

る
」
と
反
発
し
た
。

両
陣
営
間
で
散
発
的
な

攻
撃
も
発
生
し
た
。
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
）
の
国
防
省
は

日
、

イ
ラ
ン
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ

ル

発
が
発
射
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。

指
標
原
油
は
Ｗ
Ｔ
Ｉ
の

期
近
物
が

日
に

㌦

㌣
、
北
海
ブ
レ
ン
ト
が

日
に

㌦

㌣
で
終

え
、

月
下
旬
以
来
、
お

よ
そ

カ
月
ぶ
り
の
高
値

を
更
新
。

〜

日
の
期

間
平
均
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
が

限
月
替
わ
り
を
挟
ん
で

㌦

㌣
（

・

％
）

高
、
北
海
ブ
レ
ン
ト
が

㌦

㌣
（

・

％
）
高

だ
っ
た
。

中
東
産
ド
バ
イ
・
オ
マ

ー
ン
平
均
は
、

〜

日

が

㌦

㌣
高
の

㌦

㌣
、

〜

日
が

㌦

㌣
高
の

㌦

㌣
。

月

上
旬
以
来
ほ
ぼ

カ
月
半

ぶ
り
に

㌦
を
超
え
た
。

為
替
相
場
は
大
手
銀
行

Ｔ
Ｔ
Ｓ
レ
ー
ト
平
均
で
、

〜

日
が

㌦

円

銭
で

銭
の
円
高
ド

ル
安
、

〜

日
が

円

銭
で

銭
の
円
高

ド
ル
安
。

週
ぶ
り
に
円

高
ド
ル
安
に
傾
い
た
。

米
財
務
省
は

日
、
長

期
国
債
の
買
い
戻
し
（
バ

イ
バ
ッ
ク
）
の
規
模
を
拡

大
す
る
と
発
表
。
米
長
期

金
利
は
同
日
の
終
値
で

・

％
台
か
ら

・

％

台
に
低
下
し
、
円
買
い
ド

ル
売
り
を
誘
っ
た
。

緩
や
か
な
マ
イ
ナ
ス
傾
向
続
く

登
録

Ｓ
Ｓ

2.2
％
減
２
万
6412
ヵ
所

エネ庁まとめ 2025年度末

新設71ヵ所
セルフ中心32ヵ所増

合
成
系
基
材
商
品
値
上
げ

最
大
Ｐ
Ａ
Ｏ
560
円
エ
ス
テ
ル
260
円
10月から月次
改定に上乗せ

中東産４週ぶり90円台
原油続騰 米、イランに経済制裁で

堺泉北エリア設計作業受託
コスモ・関電 先進的ＣＣＳ事業

ＪＯＧＭＥＣから

週
間
コ
ス
ト
８
円
規
模
上
昇
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新
ビ
ジ
ネ
ス
版

新
ビ
ジ
ネ
ス
版

水素ビジネスセミナーに登壇
ｉＬａｂｏ

取り組みや事例を紹介

【
大
阪
】
関
西
電
力
と

Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
西
日
本
旅

客
鉄
道
）、
川
崎
重
工
業

ら

社
は
、
関
西
を
中
心

に
鉄
道
な
ど
の
既
存
イ
ン

フ
ラ
を
活
用
し
、
水
素
の

製
造
・
貯
蔵
を
起
点
と
し

た
国
内
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
モ
デ
ル
構
築
を
目

指
し
検
討
を
開
始
す
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
「
水
素
社
会

モ
デ
ル
構
築
高
度
化
技
術

開
発
・
実
証
事
業
（
技
術

開
発
・
実
証
フ
ェ
ー
ズ
）」

で
、
共
同
提
案
し
た
「
鉄

道
に
よ
る
水
素
輸
送
の
供

給
管
理
・
環
境
価
値
管
理

シ
ス
テ
ム
開
発
」
に
つ
い

て
採
択
を
受
け
た
。

本
事
業
で
は
鉄
道
や
通

信
な
ど
既
存
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
、
水
素
の
製
造
・

貯
蔵
拠
点
を
起
点
と
し
た

大
規
模
で
低
コ
ス
ト
か
つ

低
炭
素
な
水
素
輸
送
の
実

現
に
向
け
、
水
素
供
給
の

安
定
性
と
低
炭
素
価
値
の

透
明
性
を
高
め
る
シ
ス
テ

ム
開
発
と
実
証
を
行
う
。

社
は
「
実
証
を
通
じ

て
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
を
活

【
豊
橋
市
＝
愛
知
】
サ

ー
ラ
グ
ル
ー
プ
（
豊
橋
市

・
神
野
吾
郎
社
長
兼
グ
ル

ー
プ
代
表
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は

先
頃
、
愛
知
大
学
（
名
古

屋
市
・
広
瀬
裕
樹
学
長
）

と
連
携
に
関
す
る
包
括
協

定
を
締
結
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

が
有
す
る
資
源
や
知
見
を

活
用
し
、
地
域
の
活
性
化

や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に

次
世
代
を
担
う
人
材
を
と

も
に
育
成
し
て
い
く
。

主
な
連
携
内
容
は
、
地

域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く

り
推
進
、
教
育
お
よ
び
人

材
育
成
、
愛
知
県
東
三
河

エ
リ
ア
の
食
・
農
の
魅
力

発
信
、
地
域
活
性
化
、
地

域
文
化
の
振
興
な
ど
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、

月
に
開
催
予

定
の
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト

で
、
大
学
生
が
飲
食
事
業

者
を
取
材
し
て
情
報
発
信

す
る
事
業
や
、
地
域
政
策

学
部
教
授
と
連
携
し
て
ま

ち
お
こ
し
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
る
。

オ
カ
モ
ト

【
北
斗
市
＝
北
海
道
】

オ
カ
モ
ト
（
本
社
音
更
町

木
野
・
岡
本
謙
一
代
表
）

は
こ
の
ほ
ど
、
同
社
初
と

な
る
農
機
具
リ
ユ
ー
ス
シ

ョ
ッ
プ
「
農
家
さ
ん
の
味

方

北
斗
七
重
浜
店
」（
北

斗
市
七
重
浜
）
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。

今
年

月
に
中
古
品
の

買
い
取
り
・
販
売
を
手
が

け
る
ハ
ー
フ
プ
ラ
イ
ス

（
本
社
宮
城
県
仙
台
市
・

倉
橋
純
一
社
長
）
と
「
農

家
さ
ん
の
味
方
」
の
Ｆ
Ｃ

（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
）
加

盟
契
約
を
締
結
。

月
に

移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
同
社

運
営
の
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ

プ
「
な
ん
で
も
リ
サ
イ
ク

ル
ビ
ッ
グ
バ
ン
工
具
館
」

と
の
併
設
店
舗
と
し
て
展

開
す
る
。

多
様
な
農
業
が
盛
ん
で

農
機
具
の
需
要
が
高
い
北

斗
市
に
着
目
し
、
日
本
の

食
糧
基
地
で
あ
る
北
海
道

の
農
業
従
事
者
を
支
援
す

る
た
め
出
店
し
た
。
農
機

具
と
工
具
の
両
面
か
ら
道

南
地
域
の
利
便
性
向
上
と

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図

る
ほ
か
、
リ
ユ
ー
ス
農
機

具
の
流
通
を
通
じ
て
初
期

投
資
や
維
持
コ
ス
ト
の
削

減
と
い
っ
た
課
題
解
決
に

も
貢
献
す
る
。

買
い
取
り
で
は
、
他
社

で
は
取
り
扱
い
が
難
し
い

大
型
農
機
具
や
、
経
年
劣

化
に
よ
り
稼
働
し
な
く
な

っ
た
農
機
具
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
対
応
す
る
方

針
。
地
域
に
根
差
し
、
地

域
の
農
業
形
態
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
商
品
展
開
を

進
め
る
。

営
業
時
間
は
午
前

時

か
ら
午
後

時
。
店
舗
面

積
は
本
館

平
方
㍍

で
、

平
方
㍍
の
別

館
（
倉
庫
）
も
活
用
す

る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン

バ
イ
ン
、
田
植
機
な
ど
約

点
の
商
品
を
取
り

そ
ろ
え
、
持
続
可
能
な
農

業
の
発
展
を
支
え
て
い
く

考
え
だ
。

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な

ど
の
燃
焼
機
器
は
、
テ
ン

ト
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

な
ど
の
密
閉
性
が
高
い
空

間
で
、
不
完
全
燃
焼
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
を
発
生
さ
せ
る
。

無
色
・
無
臭
の
Ｃ
Ｏ
は
五

感
で
は
気
づ
き
に
く
く
、

少
量
で
も
Ｃ
Ｏ
中
毒
に
陥

り
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
め

ま
い
な
ど
の
症
状
を
引
き

起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は

死
に
至
る
危
険
性
も
高

い
。
こ
の
た
め
同
社
で
は

年

月
に
Ｃ
Ｏ

ア
ラ
ー
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ

Ｎ

Ｃ
Ｌ

」
を

開
発
し
た
。

好
評
の
う
ち
に
完
売
し

た
従
来
機
を
ベ
ー
ス
に
ア

ウ
ト
ド
ア
で
の
使
い
や
す

さ
を
高
め
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
Ｃ
Ｌ

は
、
心
臓
部
の
Ｃ
Ｏ
セ
ン

サ
に
は
家
庭
用
ガ
ス
警
報

器
に
も
多
く
採
用
さ
れ
て

い
る
日
本
製
を
搭
載
。
組

み
立
て
は
ガ
ス
警
報
器
、

火
災
警
報
器
で
実
績
の
あ

る
国
内
生
産
委
託
先
で
、

品
質
管
理
は

同
社
が
行
っ

て
い
る
。

温
度
マ
イ

ナ
ス

〜

度
、
湿
度

〜

％
Ｒ
Ｈ
の
環
境
で
使

用
可
能
で
、
寒
暖
差
や
湿

気
に
も
強
く
、
冬
季
の
キ

ャ
ン
プ
や
車
中
泊
で
も
安

心
し
て
使
用
で
き
る
。

保
護
等
級
は
Ｉ
Ｐ

相

当
で
防
塵
防
滴
構
造
、
砂

【
大
阪
】
新
コ
ス
モ
ス
電
機
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
Ｃ
Ｏ
（
一
酸
化
炭
素
）
ア
ラ
ー
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
コ
ア
ラ

ン
）」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
モ
デ
ル
を
開
発
し
、
応
援
購
入
サ
ー
ビ
ス
ｍ
ａ
ｋ
ｕ
ａ
ｋ
ｅ
で
先
行
販
売
を
開
始
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
や
車
中
泊
な
ど
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
中
毒
リ
ス
ク
に
備
え
る
ア
ラ
ー
ム
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
使
用
を
想
定
し

堅
ろ
う
性
を
兼
ね
備
え
る
。

ぼ
こ
り
や
水
し
ぶ
き
の
あ

る
環
境
に
対
応
。
メ
ー
カ

ー
基
準
の
耐
衝
撃
・
耐
振

動
試
験
も
ク
リ
ア
し
、
落

農
家
さ
ん
の
味
方

北
斗
七
重
浜
店

コ
ア
ラ
ン
Ｃ
Ｌ

下
時
の
衝
撃
に
も
配
慮
し

た
設
計
が
特
徴
と
い
う
。

サ
イ
ズ
は

・

×

・

×

㍉
㍍
、
質
量
約

㌘
、
電
源
は
リ
チ

ウ
ム
電
池
、
標
準
使
用
期

間
は
使
用
開
始
か
ら

年

間
と
し
て
い
る
。

新商材

用
し
た
水
素
輸
送
の
社
会

実
装
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
、
水
素
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
確
立
と
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
」
と
し

て
い
る
。

【
名
古
屋
】
出
光
興
産

が
出
資
し
て
水
素
エ
ン
ジ

ン
の
研
究
開
発
を
行
う
ｉ

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
本
社
東
京
都

・
宮
﨑
洋
一
社
長
）
は
先

頃
、
名
古
屋
市
内
で
開
催

さ
れ
た
水
素
ビ
ジ
ネ
ス
参

入
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
、
取

り
組
み
や
事
例
な
ど
を
紹

介
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
名
古

屋
市
が
推
進
す
る
水
素
ビ

ジ
ネ
ス
参
入
支
援
事
業

「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｈ

Ｂ
ｉ
ｚ
」
の
一
環
で
、

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
約

人
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
当
房

正
彦
副
社
長
が
同
社
の
水

素
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
バ
ー
ジ

ョ
ン
技
術
や
今
春
開
所
し

た
愛
知
碧
南
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン

タ
ー（
愛
知
県
碧
南
市
）な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

ま
た
水
素
エ
ン
ジ
ン
研

究
開
発
の
実
例
を
紹
介
し

「
水
素
社
会
実
現
に
向
け

た
一
つ
の
選
択
肢
に
な
れ

ば
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

当
房
副
社
長
の
講
演
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

イ
ン
ド
の
医
療
物

流
で
基
本
合
意
書

Ｓ
ｋ
ｙ
Ｄ
ｒ
ｉ

ｖ
ｅ
ら

社

【
豊
田
市
＝
愛
知
】
Ｓ

ｋ
ｙ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
（
愛
知

県
豊
田
市
・
福
澤
知
浩
代

表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、

エ
ア
・
イ
ン
デ
ィ
ア
お
よ

び
ス
ズ
キ
の

社
で
「
イ

ン
ド
に
お
け
る
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
を
活
用
し
た
医
療
物

流
に
関
す
る
共
同
の
実
現

可
能
性
調
査
を
実
施
す
る

た
め
の
基
本
合
意
書
」
を

締
結
し
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
イ
ン

ド
で
は
主
要
都
市
に
お
い

て
深
刻
な
交
通
渋
滞
が
発

生
、
医
療
物
流
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
締
結
を
通
じ
医
療
イ

ン
フ
ラ
発
展
に
貢
献
し
た

い
と
し
て
い
る
。

【
東
海
市
＝
愛
知
】
東

海
地
方
の
自
治
体
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
者
で
つ
く
る

中
部
圏
水
素
・
ア
ン
モ
ニ

ア
社
会
実
装
推
進
会
議

（
会
長
＝
大
村
秀
章
愛
知

県
知
事
）
は
先
頃
、
東
海

市
内
で
児
童
ら
を
対
象
と

し
た
水
素
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）「
水

素
で
あ
そ
ぼ
う
」
を
開
催

し
た
。

同
市
教
育
委
員
会
主
催

の
モ
ノ
づ
く
り
体
験
イ
ベ

ン
ト
「
も
の
づ
く
り
道

場
」
に
合
わ
せ
て
開
か
れ

今
年
で

回
目
と
な
る
。

Ｗ
Ｓ
に
は
市
内
外
の
小

学
生
ら
合
計
約

人
が
参

加
し
、
水
を
電
気
分
解
し

て
発
生
さ
せ
た
水
素
で
、

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
す
ご
ろ
く

を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

実
験
な
ど
を
行
っ
た
。

ま
た
同
会
議
が
作
成
し

た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
す
ご
ろ

く
」
で
遊
び
な
が
ら
、
水

素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
特
性

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

児
童
た
ち
は
「
す
ご
ろ

く
が
面
白
か
っ
た
」「
ロ

ケ
ッ
ト
が
う
ま
く
飛
ん
で

う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
と

笑
顔
で
感
想
を
話
し
た
。

【
大
津
】
毎
年
、
多
く

の
観
覧
者
で
賑
わ
う
「
び

わ
湖
大
花
火
大
会
」。
今

年
も

日
に
開
催
さ
れ
た

が
、
湖
南
石
油
カ
ー
ト
ピ

ア
大
津
Ｓ
Ｓ
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
系
＝
大
津
市
）
で
は
施

設
内
の
一
部
を
駐
車
場
と

し
て
解
放
、
同
社
の
事
業

で
カ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
雑
貨
販
売
、
カ
フ
ェ

な
ど
を
営
む
「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｖ

Ｏ
」
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

出
店
し
た
。

山
本
平
士
郎
統
括
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
と
、
駐

車
場
と
し
て
受
け
入
れ
を

開
始
し
た
の
は

年
ほ
ど

前
。
一
方
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
の
出
店
は
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｏ

を
始
め
た

年
前
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
台

湾
か
き
氷
や
た
ま
せ
ん

（
粉
も
ん
）、
ア
イ
ス
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
を
販
売
。
例

年

食
ほ
ど
売
れ
る

と
い
う
。「
昨
年
は
雨
が

降
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ

れ
で
も

食
は
販
売

し
た
の
で
は
な
い
か
」。

た
だ
販
売
数
よ
り
も
「（
出

店
は
）
駐
車
場
と
し
て
利

用
し
て
下
さ
っ
た
方
々
と

交
流
す
る
き
っ
か
け
づ
く

り
。
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｏ
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
い
う
思
い
が
強
い
。

今
年
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
取
材
し
た
午
後

時

時
点
で
同
Ｓ
Ｓ
周
辺
や
膳

所
駅
近
辺
な
ど
は
浴
衣
を

着
た
若
年
層
な
ど
大
勢
の

人
で
ご
っ
た
返
し
て
い

た
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
興

味
を
示
す
若
い
人
の
姿
も

あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
に

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｏ
を
認
知
し
て

も
ら
え
た
よ
う
だ
。

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｏ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

リフトの定期点検は１年に１回必要です。
ーリフト点検資格者（専門家）による点検をー

正しい使用と定期的な点検で
リフトの事故を無くしましょう

荷
重
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
状
況
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
車
両
が

落
下
す
る
な
ど
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

コ
ー
ド
類
が
損
傷
し
た
状
態
で
使
用
す
る
と
リ
フ
ト
の
誤
作
動

の
原
因
と
な
り
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

ご存知ですか？ リフト事故
取扱不良、
点検不履行で

約90％

2016年から10年の間にリフト事故は

144件発生しています
リフト事故の推定原因は、「取扱不良」が49％（71 件）、
「点検不履行」が 33％ （47 件）、「取扱不良と点検不
履行」によるものが 8％（12 件）となっており、事故
全体の90％を占めています。

リフト
事故はこんなに…

点検不履行
（47件）
点検不履行
（47件）

取扱不良と
点検不履行
（12件）

取扱不良と
点検不履行
（12件）

その他
（14件）
その他
（14件） 取扱不良

（71件）
取扱不良
（71件）

JASEAホームページへリンク

湖
南
石
油
カ
ー
ト
ピ
ア
大
津

子
ど
も
向
け
水
素
Ｗ
Ｓ
開
催

中
部
圏
社
会
実
装
推
進
会
議

産
学
連
携
を
ス
タ
ー
ト

サ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
と
愛
大

新
コ
ス
モ
ス
電
機

関西電力ら９社

鉄
道
と
通
信
の
既
存
イ
ン
フ
ラ
活
用

水
素
輸
送
管
理
シ
ス
テ
ム

開
発

同
社
初
Ｆ
Ｃ
運
営
開
始

農
機
具
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ

商
品
約
500
点
取
り
扱
い

堅
ろ
う
性
・
使
い
や
す
さ
高
め
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
モ
デル

発
売

ア
ウ
ト
ド
ア
用
Ｃ
Ｏ
ア
ラ
ー
ム

キッチンカーも出店
花火大会に合わせ駐車サービス
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自
動
車
ア
フ
タ
ー

業
界
セ
ミ
ナ
ー

フ
ォ
ー
バ
ル

が

月

日

Ｍ
＆
Ａ
・
事
業
承
継
支

援
を
手
が
け
る
フ
ォ
ー
バ

ル
は
、

月

日
に
自
動

車
ア
フ
タ
ー
業
界
向
け
セ

ミ
ナ
ー
「
経
営
者
が
知
る

べ
き
企
業
価
値
の
考
え

方
」
を
開
催
す
る
。

会
社
を
将
来
に
残
し
て

い
く
う
え
で
、
第
三
者
へ

の
Ｍ
＆
Ａ
を
選
択
す
る
際

に
問
わ
れ
る
「
会
社
の
価

値
（
株
価
）」
に
焦
点
を

当
て
る
。
①
自
動
車
ア
フ

タ
ー
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
と
「
引
退
か
ら
の
逆
算

経
営
」
②
Ｍ
＆
Ａ
に
お
け

る
株
価
の
考
え
方
③
企
業

価
値
を
高
め
る
た
め
の
具

体
的
な
ポ
イ
ン
ト

を
解

説
し
、
企
業
価
値
の
基
本

的
な
考
え
方
に
加
え
、
将

来
に
向
け
「
企
業
価
値
を

ど
の
よ
う
に
高
め
て
い
く

か
」
を
考
察
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

の
セ
ミ
ナ
ー
（
時
間
は

時
間
）
で
、
同
社
グ
ル
ー

プ
経
営
戦
略
統
括
部
事
業

承
継
支
援
部
の
山
田
健
一

部
長
が
講
師
を
務
め
る
。

Ｂ
Ｓ
の
人
事
異
動

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
は
、

月
中
旬
付
で
次
の
通
り
人

事
異
動
を
実
施
す
る
。

▽
国
内
工
場
統
括
部
門

長
兼
Ｂ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
生
産
企
画

部
門
長
（
国
内
工
場
統
括

部
門
長
）
三
浦
吉
弘
。

鈴
木
所
長
は
商
圏
に
つ

い
て
「
周
辺
は
農
地
が
多

く
、
砂
ぼ
こ
り
な
ど
で
ク

ル
マ
が
汚
れ
や
す
い
エ
リ

ア
だ
」
と
語
る
。
近
隣
に

洗
車
を
手
が
け
る
店
舗
が

少
な
い
と
い
う
利
点
も
あ

り
「
洗
車
を
目
的
に
来
店

し
て
も
ら
え
る
店
に
し
た

い
」
と
洗
車
機
の
刷
新
に

合
わ
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
も
全

面
的
に
一
新
し
た
。

新
型
機
は
洗
車
機
の
外

寸
を
変
え
ず
に
間
口
を

㍉
㍍
に
拡
大
。
運

転
が
苦
手
な

ド
ラ
イ
バ
ー

で
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
こ
と
が
特

徴
の
一
つ
。
鈴
木
所
長
は

「
最
長
コ
ー
ス
は
オ
プ
シ

ョ
ン
な
し
で
約

分
程

度
」
と
し
、
各
種
追
加
す

る
と

分
程
度
と
語
る
。

洗
車
メ
ニ
ュ
ー
は
従
来

の

品
目
か
ら

品
目

に
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
も

種

類
か
ら

種
類
に
増
や
し

た
。
拭
き
上
げ
場
に
は
カ

ー
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
な

ど
、
利
用
環
境
改
善
に
も

着
手
。
機
械
性
能
向
上
や

メ
ニ
ュ
ー
拡
充
と
合
わ
せ

て
拭
き
上
げ
場
も
構
築
す

る
こ
と
で
リ
ピ
ー
ト
率
を

高
め
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

新
型
機
導
入
を
周
知
す

る
た
め
、

カ
月
間
の
お

試
し
価
格
キ
ャ
ン
ペ
を
実

施
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
約

件
へ
の
配
信
や
店

頭
告
知
を
行
っ
た
。
結
果

と
し
て
洗
車
台
数
は
前
年

月
比
で

・

％
増
、

売
り
上
げ
は

・

％
増

と
な
り
、
客
単
価
も
大
幅

に
向
上
し
た
。

鈴
木
所
長
は
洗
車
に
よ

る
客
単
価
に
つ
い
て
、

年
後
に

円
を
目

標
に
掲
げ
る
。「
新
型
機

導
入
を
き
っ
か
け
に
、
こ

れ
ま
で
利
用
し
た
こ
と
の

な
い
お
客
さ
ま
に
も
来
店

し
て
も
ら
い
、
洗
車
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

住
友
ゴ
ム
工
業
は
、
次

世
代
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ

イ
ヤ
「
シ
ン
ク
ロ
ウ
ェ
ザ

ー
」
に
つ
い
て
、
大
谷
翔

平
選
手
を
起
用
し
た
新
Ｃ

Ｍ
を

月

日
か
ら
順
次

テ
レ
ビ
放
映
開
始
。
ま
た

月
か
ら
順
次
発
売
を
開

始
し
た
新
ス

タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
（
Ｓ

Ｔ
Ｌ
）「
ウ

イ
ン
タ
ー
Ｍ

Ａ
Ｘ
Ｘ

Ｉ

Ｃ
Ｅ

Ｐ
ｒ

ｏ
（
ア
イ
ス

プ
ロ
）」
で

は
、
新
Ｃ
Ｍ

「
誕
生
」
篇

の

日
放
映
開
始
に
合
わ

せ
て
メ
イ
キ
ン
グ
＆
コ
メ

ン
ト
映
像
も
公
開
開
始
。

大
谷
選
手
を
前
面
に
出
し

た
商
品
訴
求
活
動
が
続
い

て
い
る
。

シ
ン
ク
ロ
ウ
ェ
ザ
ー
の

新
Ｃ
Ｍ
は
、
大
谷
選
手
が

ニ
ッ
ト
帽
と
ダ
ウ
ン
姿
で

運
転
す
る
姿
を
披
露
す
る

「
凍
結
に
弱
い
？
」
篇
。

降
雪
エ
リ
ア
か
ら
順
次
放

映
を
開
始
し
、
全
国
に
拡

大
す
る
。
テ
レ
ビ
放
映
を

前
に
同
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
公
開

大
谷
選
手
を
起
用
し
た

Ｃ
Ｍ
と
し
て
今
回
が
第

弾
と
な
る
。「
オ
ー
ル
シ

ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
は
凍
結
に

弱
い
？
」
と
い
う
声
に
対

し
誤
解
を
解
き
、
シ
ン
ク

ロ
ウ
ェ
ザ
ー
の
性
能
の
高

さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が

目
的
で
、
同
社
は
「
冬
篇

な
ら
で
は
の
ダ
ウ
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
姿
や
、
運
転
席
か

ら
窓
の
外
を
見
渡
し
て
は

に
か
む
大
谷
選
手
の
表
情

が
印
象
的
」と
強
調
す
る
。

ウ
イ
ン
タ
ー
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｘ

ア
イ
ス
プ
ロ
の
メ
イ
キ
ン

グ
＆
コ
メ
ン
ト
映
像
は
、

新
Ｃ
Ｍ
撮
影
時
の
大
谷
選

手
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が

見
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
撮
影
に
あ
た
っ
て

ヘ
ア
セ
ッ
ト
を
す
る
様
子

や
、
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を

塗
り
な
お
す
姿
、
撮
影
用

の
送
風
機
で
目
が
乾
い
て

し
ま
っ
た
様
子
や
ス
タ
ジ

オ
間
を
駆
け
回
っ
て
ハ
ー

ド
な
撮
影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
こ
な
す
姿
な
ど
、
普
段

は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
大
谷
選
手
の
素

の
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
公
開
。
同
社
は

「
大
谷
選
手
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
映
像
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
視
聴
を
推
奨

し
て
い
る
。

拭き上げ場にカーポート設置

日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア

は
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
対

策
に
資
す
る
タ
オ
ル
ケ

ッ
ト
「
ス
ト
ッ
ク
ウ
ェ

ル
防
災
備
蓄
用

ハ
ー

フ
ケ
ッ
ト
コ
ン
パ
ク

ト
」
を

月
に
発
売
す

る
。
真
空
包
装
に
よ
り

省
ス
ペ
ー
ス
化
と
長
期

保
管
を
実
現
し
、
消
臭

・
抗
菌
効
果
も
備
わ
っ

て
い
る
。

タ
オ
ル
地
は
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
評
価
を
集
め
る

今
治
製
で
、
夏
・
冬
の

体
温
調
節
を
は
じ
め
、

衛
生
面
・
快
適
性
の
確

保
、
応
急
処
置
な
ど
多

彩
な
使
い
道
が
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
の
防

災
備
蓄
コ
ー
ナ
ー
は
も

ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
や
デ
ス
ク
の
引
き
出

し
に
も
収
納
で
き
る
。

日
本
製
紙
の
高
機
能
和

紙
糸
（
Ｃ
ｕ

Ｔ
Ｏ
Ｐ

ア
オ
）
を
織
り
込
む
こ

と
で
、
不
快
な
ニ
オ
イ

や
雑
菌
の
繁
殖
を
抑
制

し
、
清
潔
か
つ
長
期
的

な
保
管
を
可
能
と
し

た
。季

節
を
問

わ
ず
活
用
で
き
る
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
仕
様
。
夏

は
汗
を
吸
い
取
る
タ
オ

ル
ケ
ッ
ト
と
し
て
機
能

し
、
冬
は
既
存
の
寝
具

や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な

ど
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
保
温
性
を
高
め
る

シ
ー
ツ
と
し
て
も
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

サ
イ
ズ
は

×

㌢
㍍
と
、
一
般
的
な

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
の
半
分

程
度
の
た
め
、
限
ら
れ

た
避
難
ス
ペ
ー
ス
で
も

扱
い
や
す
く
、
容
易
に

洗
濯
で
き
る
。

防
災
備
蓄
品
は
ほ
か

に
も
、
ペ
ー
パ
ー
技
術

か
ら
生
ま
れ
た
衛
生
的

な
体
拭
き
タ
オ
ル
や
、

簡
易
ト
イ
レ
、
防
災
食

料
な
ど
展
開
し
、
企
業

の
多
角
的
な
防
災
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
。

日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア

【
仙
台
】
ダ
ン
ロ
ッ
プ
タ

イ
ヤ
東
北
カ
ン
パ
ニ
ー
宮
城

支
店
（
松
浦
隆
支
店
長
）
は

日
、
東
北
楽
天
と
ロ
ッ
テ

の
試
合
が
行
わ
れ
た
楽
天
モ

バ
イ
ル
最
強
パ
ー
ク
宮
城

（
仙
台
市
）
で
観
戦
客
な
ど

に
、
今
冬
シ
ー
ズ
ン
の
新
商

品
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

「
ア
イ
ス
プ
ロ
」
と
次
世
代

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ

「
シ
ン
ク
ロ
ウ

ェ
ザ
ー
」
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。

会
場
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
た
先
着

人
に

ダ
ン
ロ
ッ
プ
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル

と
う
ち
わ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
次
世
代

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
の

保
管
や
交
換
が
不
要
で
あ

り
、
天
候
に
も
左
右
さ
れ
ず

に
走
れ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に

対
す
る
意
見
と
と
も
に
今
冬

シ
ー
ズ
ン
の
新
商
品
で
あ
る

雪
氷
路
面
に
特
化
し
た
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
「
ア
イ
ス

プ
ロ
」
を
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し

た
。野

球
の
試
合
結
果
は
、
東

北
楽
天
が
ロ
ッ
テ
に

対

で
負
け
、
連
勝
を
逃
し
た
。

ダ
ン
ロ
ッ
プ
タ
イ
ヤ

東
北
カ
ン
パ
ニ
ー
宮
城

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
地
震
の

復
興
支
援
で
義
援
金

東
京
海
上
Ｈ
Ｄ

東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
、

月
発
生
し

た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
の
地
震

の
被
災
者
・
復
興
支
援
を

目
的
に
義
援
金
と
し
て

万
円
を
寄
付
し
た
。

一
般
社
団
法
人
モ
ビ
リ

テ
ィ
ラ
ボ
は

月

日
、

モ
ー
タ
ー
（
整
備
専
業
や

自
動
車
販
売
）・
Ｓ
Ｓ
の

経
営
者
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

向
け
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
。
バ
ッ

ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
効
率

化
や
車
載
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
ビ

ジ
ネ
ス
が
テ
ー
マ
。

④
請
求

の
四
つ
。
①
は

各
リ
ー
ス
会
社
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
依
頼
デ
ー
タ
（
車

両
・
顧
客
・
契
約
内
容
な

ど
）
を
集
約
し
一
元
で
閲

覧
・
管
理
で
き
る
。
③
は

入
庫
中
・
一
時
返
却
中
な

ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
状
況
を

ス
マ
ホ
な
ど
が
あ
れ
ば
ど

こ
で
も
確
認
・
更
新
が
で

き
る
。

ま
た
Ｌ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ
ａ

ｎ
ｔ
（
千
葉
県
）
が
、
ユ

ー
ザ
ー
に
よ
る
車
内
で
の

動
画
・
音
楽
視
聴
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
を
受
け
、
新
た

な
商
材
と
し
て
車
載
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
「
ｅ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

（
エ
コ
コ
）」
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
説
明
を
行

う
。
エ
コ
コ
は
月
額
料
金

・
契
約
が
不
要
の
買
い
切

り
型
通
信
ブ
ラ
ン
ド
で
、

バ
ッ
テ
リ
ー
レ
ス
仕
様
と

な
っ
て
い
る
。
店
頭
で
の

具
体
的
な
提
案
方
法
を
は

じ
め
、
導
入
事
例
、
モ
ビ

ラ
ボ
加
盟
企
業
向
け
の
販

売
代
理
店
制
度
な
ど
も
案

内
す
る
。

千
葉
豪
雨
の
被
災
車

両
保
管
ヤ
ー
ド
開
設

Ｎ

Ｇ

Ｐ

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
部

品
を
提
案
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｐ
日

本
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
協
同
組
合
は
、

日
に

発
生
し
た
「
令
和

年

月
千
葉
豪
雨
」
を
受
け
、

日
に
災
害
対
策
支
援
本

部
を
設
置
し
た
。

日
か

ら
千
葉
県
船
橋
市
お
よ
び

市
原
市
に
臨
時
の
保
管
ヤ

ー
ド
（
被
災
車
両
の
一
時

収
容
エ
リ
ア
）
を
開
設

し
、
提
携
す
る
損
害
保
険

会
社
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
車
両
引
取
り
・
保
管

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｐ
は
「
災
害
発
生

時
に
被
災
車
両
を
速
や
か

に
引
き
取
り
、
適
切
に
保

管
・
処
理
で
き
る
よ
う
、

全
国
の
組
合
員
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
た
支
援
体

制
を
か
ね
て
よ
り
構
築
し

Ｃ
Ｈ
Ａ
ｄ
ｅ
Ｍ
Ｏ
認

証
で
補
助
金
対
象
へ

新
電
元
工
業

新
電
元
工
業
は
、
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
用
Ｖ

Ｘ
（
車
両
を
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
と
通
信
・
連
携
さ
せ

る
技
術
）
充
放
電
器
「
Ｅ

Ｖ
Ｓ

Ｔ

Ｂ
」
が
、
通
信
・
充
放
電

技
術
規
格
の
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
ｄ

ｅ
Ｍ
Ｏ

Ｖ

Ｈ

Ｖ
ｅ

ｒ
・

・

・

」
認
証

を
取
得
し
た
と
発
表
。
一

般
社
団
法
人
次
世
代
自
動

車
振
興
セ
ン
タ
ー
の
「
令

和

年
度
補
正
Ｖ

Ｈ
補

助
金
（
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助
金
）」

対
象
機
器
と
し
て
認
定
を

受
け
た
。

同
充
放
電
器
は
平
常
時

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
だ
け
で
な
く
、
停
電

時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
対
策
と
し
て
も
活

用
可
能
。
主
な
特
徴
は
①

三
相

線
式
電
源
対
応
で

集
合
住
宅
・
事
業
場
の
電

力
需
要
に
対
応
②
並
列
自

立
運
転
「
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ａ
」
搭

載
③
高
速
・
ス
マ
ー
ト
充

電
④
高
い
安
定
性
と
設
計

な
ど
。
②
は
業
界
初

（
同
社
調
べ
）
の
並
列
自

立
運
転
で
、
大
容
量
給
電

や
無
停
電
で
の
車
両
入
れ

替
え
に
対
応
し
て
い
る
。

同
補
助
金
で
は
最
大
合

計

万
円
の
補
助
を

受
け
ら
れ
、
申
請
期
間
は

月
末
ま
で
。
予
算
上
限

に
達
し
次
第
終
了
。

て
き
た
。
今
回
も
同
体
制

の
も
と
組
合
員
各
社
と
連

携
し
な
が
ら
、
被
災
地
域

の
一
日
も
早
い
復
旧
に
向

け
た
支
援
を
進
め
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
は

「
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

代
理
店
業
務
品
質
評
価
シ

ス
テ
ム
」
を
機
能
拡
張

て
、
代
理
店
の
業
務
品
質

向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
を
担
う
。

新
機
能
で
は
、
代
理
店

か
ら
提
出
さ
れ
た
自
己
点

検
チ
ェ
ッ
ク
結
果
に
対
し

単
な
る
集
約
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
点
検
項
目
ご

と
の
背
景
や
法
令
内
容
に

加
え
て
、
同
社
独
自
の
客

観
的
な
判
定
基
準
や
定
量

実
態
デ
ー
タ
を
統
合
し
て

分
析
。
結
果
に
基
づ
き
生

成
Ａ
Ｉ
が
「
対
話
シ
ナ
リ

オ
の
素
案
」
を
シ
ス
テ
ム

上
で
自
動
生
成
す
る
。

期
待
さ
れ
る
導
入
効
果

は
①
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

目
線
統
一
と
対
話
ス
キ
ル

高
位
平
準
化
②
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
客
観
的
か
つ
深

度
あ
る
対
話
実
現
③
対
話

準
備
・
評
価
プ
ロ
セ
ス
効

率
化

な
ど
。
①
で
は
経

験
や
ス
キ
ル
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
全
社
員
が

均
質
か
つ
高
い
水
準
で
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
改
善
提

案
を
行
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
、
代
理
店
の
適
切

な
体
制
整
備
に
向
け
た
対

話
の
質
向
上
に
つ
な
げ

る
。

カ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
東
京

都
）
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
や
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業

務
を
低
コ
ス
ト
で
自
動
化

・
効
率
化
す
る
「
Ｆ
Ｌ
Ｅ

Ｅ
Ｔ

Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
」
を
紹
介
す
る
。
主
な

機
能
は
①
情
報
一
元
化
②

ウ
ェ
ブ
予
約
③
工
程
管
理

し
、
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
に
よ
る
「
対
話
・
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
補
助
機

能
」
を
提
供
開
始
。
一
般

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険

協
会
に
よ
る
「
代
理
店
業

務
品
質
評
価
制
度
」
展
開

に
あ
わ
せ
て
、
顧
客
本
位

の
業
務
運
営
実
践
を
支
援

す
る
。

同
制
度
は
代
理
店
が
自

己
点
検
チ
ェ
ッ
ク
を
通
じ

て
業
務
品
質
を
客
観
的
に

評
価
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
課
題
を
特
定
・
改
善
す

る
主
体
的
・
自
律
的
な
取

り
組
み
を
支
援
。
保
険
会

社
は
点
検
結
果
に
応
じ

モ
ビ
ラ
ボ

住友ゴム

新
Ｃ
Ｍ
と
メ
イ
キ
ン
グ
公
開

大
谷
選
手
が
２
商
品
訴
求

冬
篇
の
映
像
（
上
）
と
メ
イ
キ
ン
グ

エ
ム
ケ
ー
精
工

最
新
型
洗
車
機
導
入

客
単
価
向
上
狙
う

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
麻
生

オールシーズン新ＣＭの一コマ

リ
ヴ
ェ
ー
ル
Ｅ
Ｘ

モ
ー
タ
ー
・
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
効
率
化
な
ど

限られたスペースでも
扱いやすいサイズ

防
災
備
蓄
用
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

省
ス
ペ
ー
ス
化
と
長
期
保
管
実
現

新ＳＴＬとオールシーズン プロ野球観戦客にＰＲ

代理店評価システム機能拡張
損保ジャパン

顧客本位の業務運営支援

親子連れにパンフレットなど配布

【
行
方
市
＝
茨
城
】
洗
車
需
要
の
取
り
込
み
を
強
化
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
茨
城

エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
麻
生
（
行
方
市
麻
生
・
鈴
木
佑
弥
所
長
）

は
今
年

月
、
最
新
型
洗
車
機
を
導
入
し
た
。
将
来
的
な
燃
料
油
の
減
少
を
見

据
え
、
洗
車
を
は
じ
め
と
す
る
油
外
収
益
力
を
高
め
る
狙
い
と
な
る
。
導
入
し

た
の
は
エ
ム
ケ
ー
精
工
の
「
リ
ヴ
ェ
ー
ル
Ｅ
Ｘ
（
Ｘ
Ｓ

）」
で
、
鈴

木
所
長
は
「
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
と
し
て
全
国
初
導
入
と
聞
い
て
い
る
。
従
来
機
の

更
新
時
期
を
迎
え
た
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
き
た
洗
車
サ
ー
ビ

ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
入
れ
替
え
を
決
め
た
」
と
強
調
す
る
。

ＪＡ茨城エネルギー
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当
社
が
Ｓ
Ｓ
業
界
特
化

の
Ｄ
Ｘ
企
業
と
し
て
展
開

す
る
集
客
支
援
が
、
全
国

の
特
約
店
・
販
売
店
で
導

入
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

車
検
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

鈑
金
リ
ペ
ア
な
ど
油
外
の

新
規
顧
客
を
、
ネ
ッ
ト
経

由
で
月
間
１
０
０
件
以
上

獲
得
し
た
実
績
も
あ
る
。

強
み
は
集
客
に
と
ど
ま
ら

ず
、
獲
得
し
た
顧
客
の
固

定
化
、
店
頭
の
省
人
化
、

さ
ら
に
採
用
ま
で
一
気
通

貫
で
支
援
で
き
る
こ
と

だ
。集

客
支
援
で
は
、
油
外

商
材
ご
と
に
最
適
化
し
た

広
告
配
信
に
よ
り
、
ネ
ッ

ト
検
索
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
新

規
顧
客
を
獲
得
す
る
。
店

頭
で
の
声
か
け
に
頼
ら
な

い
集
客
体
制
を
構
築
で
き

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
シ
ョ
ー
ト

は
、
専
門
技
術
や
経
験
に
依
存

せ
ず
、
誰
で
も
一
定
品
質
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
有
力
商
材
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
、
純
水
を
活

用
し
た
洗
車
サ
ー
ビ
ス
と
、
オ

ゾ
ン
脱
臭
装
置
「
剛
腕
６
５

０
」
だ
。

純
水
洗
車
は
、
水
道
水
に
含

ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を
除
去

す
る
こ
と
で
水
ジ
ミ
や
イ
オ
ン

デ
ポ
ジ
ッ
ト
の
発
生
を
抑
制

し
、
誰
が
施
工
し
て
も
ム
ラ
の

少
な
い
美
し
い
仕
上
が
り
を
実

現
す
る
。
品
質
の
標
準
化
に
加

え
、
拭
き
上
げ
負
担
の
軽
減
や

再
施
工
削
減
に
よ
る
省
力
化
に

も
貢
献
。
顧
客
が
品
質
の
違
い

を
実
感
し
や
す
い
た
め
、
高
付

加
価
値
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
価
格

設
定
し
や
す
く
、
リ
ピ
ー
ト
客

の
獲
得
や
収
益
向
上
に
も
つ
な

が
る
。
当
社
で
は
手
洗
い
洗
車

か
ら
門
型
洗
車
機
向
け
ま
で
幅

広
い
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
展
開
し

て
い
る
。

一
方
、
車
内
消
臭
分
野
で
は

「
剛
腕
６
５
０
」
が
効
果
を
発

揮
す
る
。
従
来
の
消
臭
サ
ー
ビ

ス
は
「
施
工
に
手
間
が
か
か

る
」「
薬
剤
コ
ス
ト
が
発
生
す

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
広
げ
る
各
社
最
新
提
案

トータルカーライフサービス特集
が
Ｓ業

客
支

店伸
ばーア

客
を

間
１実

集
客

得
しビス特集ト タルカ ライフサトト タルカ ライフサ ビス特集

当
社
が

の
Ｄ
Ｘ
企

す
る
集
客

の
特
約
店

入
数
を
伸

車
検
・
コ

鈑
金
リ
ペ

新
規
顧
客

由
で
月
間

獲
得
し
た

強
み
は
集

ず
、
獲
得

ビ 特集タタ ビ 特集

油外事業強化は最重要課題

る
」
と
い
っ
た
課
題
が
あ
っ

た
。
同
製
品
は
車
内
に
設
置
し

て
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
だ
け
で

自
動
運
転
を
開
始
し
、
�0
〜
20

分
程
度
で
車
内
全
体
を
効
率
よ

く
脱
臭
。
作
業
者
の
経
験
に
左

右
さ
れ
ず
均
一
な
品
質
を
提
供

で
き
る
。

薬
剤
な
ど
消
耗
品
が
不
要
な

た
め
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
ほ

ぼ
ゼ
ロ
で
、
有
料
メ
ニ
ュ
ー
化

に
よ
る
高
い
収
益
性
も
期
待
で

き
る
。
ホ
テ
ル
や
食
品
加
工

場
、
車
両
販
売
会
社
ほ
か
導
入

実
績
も
豊
富
で
、
あ
る
整
備
工

場
で
は
集
客
や
販
促
へ
の
活
用

を
目
的
に
導
入
し
、
店
舗
オ
ー

プ
ン
記
念
で
オ
ゾ
ン
消
臭
を
無

料
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
人
気
を

博
し
た
た
め
、
そ
の
後
は
有
料

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
運
用
し
て
い

る
。両

商
材
と
も
短
時
間
施
工
可

能
な
の
が
特
徴
で
、
洗
車
や
車

検
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
車
販
な

ど
既
存
メ
ニ
ュ
ー
と
の
セ
ッ
ト

提
案
に
も
適
し
て
い
る
。
作
業

標
準
化
に
よ
っ
て
新
人
ス
タ
ッ

フ
で
も
早
期
戦
力
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
教
育
コ
ス
ト
削
減

に
も
つ
な
が
る
。
省
力
化
、
高

品
質
化
、
脱
・
属
人
化
、
油
外

収
益
拡
大
を
実
現
す
る
有
力
な

選
択
肢
と
し
て
、
Ｓ
Ｓ
向
け
に

提
案
強
化
し
て
い
く
。

自
動
車
販
売
関
連
Ｖ
Ｃ
（
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
）「
ク

ル
マ
の
相
談
館
」
が
現
在
１
１

０
店
舗
に
ま
で
拡
大
す
る
な

か
、
新
た
な
会
員
制
サ
ー
ビ
ス

「
Ｂ
ｏ
ｏ
‐
Ｂ
ｏ
ｏ
倶
楽
部

（
以
下
、
ブ
ー
ブ
ー
ク
ラ
ブ
）」

の
展
開
を
開
始
し
た
。
中
古
車

販
売
や
リ
ー
ス
営
業
の
支
援
、

中
古
車
保
証
、
中
古
車
検
索
サ

イ
ト
と
い
っ
た
機
能
を
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
し
て
提
供
し
、
加
盟
店

の
営
業
力
の
底
上
げ
を
通
じ
て

収
益
拡
大
に
貢
献
し
て
い
く
。

ク
ル
マ
の
相
談
館
は
、
新
車

販
売
を
軸
と
し
て
、
残
価
保
証

型
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
個
人
・
法
人

リ
ー
ス
、
中
古
車
販
売
、
買
い

取
り
な
ど
、
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
全

般
に
関
す
る
支
援
機
能
を
フ
ル

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
加
盟
店
に
提
供

し
て
い
た
。
主
に
中
古
車
販
売

店
を
対
象
と
し
た
ブ
ー
ブ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
車
両
販
売
促
進
支
援

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
再
構
築

し
、
よ
り
手
軽
に
導
入
で
き
る

会
員
制
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

最
大
の
特
徴
は
、
販
売
店
が

抱
え
る
課
題
を
多
角
的
に
解
決

す
る
豊
富
な
会
員
メ
リ
ッ
ト
が

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
る
点

に
あ
る
。
主
な
支
援
内
容
は
①

集
客
・
流
通
②
販
売
・
営
業
③

実
務
・
管
理
④
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
技
術
活
用
の
接
客
支
援
機

能
「
Ａ
Ｉ
エ
マ
ち
ゃ
ん
」
㫰
な

ど
。
①
は
共
有
在
庫
や
新
車
仕

入
れ
支
援
に
加
え
、
中
古
車
検

索
サ
イ
ト
「
カ
ー
タ
ウ
ン
・
ｊ

ｐ
」
へ
の
掲
載
、
車
両
買
い
取

り
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
中
古
車
の

広
場
」
に
よ
る
仕
入
れ
・
買
取

面
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

②
で
は
リ
ー
ス
営
業
支
援
や

中
古
車
保
証
の
提
供
に
よ
り
、

顧
客
へ
の
提
案
の
幅
と
信
頼
性

を
向
上
。
個
人
リ
ー
ス
販
売
レ

ン
タ
ル
サ
イ
ト
「
モ
ビ
市
場
」

も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

③
は
中
古
車
販
売
見
積
も
り
・

顧
客
管
理
機
能
に
よ
る
業
務
効

率
化
に
加
え
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
登
録
店
と
な
る
た
め
の

手
続
き
を
支
援
す
る
。

今
後
、
と
く
に
注
力
し
て
い

く
の
が
会
員
店
舗
の
販
促
強
化

だ
。
７
月
に
グ
ル
ー
プ
内
で
合

併
し
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
さ
せ
た

サ
イ
バ
ー
ブ
レ
ー
ン
の
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
開

発
事
業
を
連
携
し
て
実
施
し
て

い
く
。
た
と
え
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
中
古
車
販
促
ペ
ー
ジ
を
は
じ

め
と
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制

作
か
ら
、
店
頭
販
促
ツ
ー
ル
の

受
注
を
含
め
た
販
促
環
境
の
構

築
ま
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
踏

み
込
ん
だ
支
援
体
制
を
目
指

す
。「
実
際
に
売
れ
る
環
境
」

の
構
築
を
支
援
し
、
店
舗
の
露

出
と
集
客
力
を
最
大
化
さ
せ
て

い
く
考
え
だ
。

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
Ｓ

Ｓ
業
界
で
は
、
油
外
事
業
の
収

益
強
化
に
向
け
た
「
脱
・
属
人

化
」
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。
限
ら
れ
た
人
員
で
安

定
し
た
利
益
を
確
保
す
る
に

動
画
販
促
も
チ
ラ
シ
に
代

わ
る
新
時
代
の
手
法
と
し

て
好
評
で
、
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
洗
車
販
促
の
ケ
ー
ス

で
は
数
値
分
析
に
基
づ
く

施
策
の
実
行
で
、
台
数
を

前
年
比
１
８
０
％
超
に
伸

ば
し
た
。

獲
得
し
た
顧
客
の
固
定

化
を
担
う
の
が
、
独
自
開

発
の
Ｓ
Ｓ
特
化
型
基
幹
シ

ス
テ
ム
「
オ
ー
ト
リ
」

だ
。
顧
客
・
車
両
・
作
業

履
歴
を
一
元
管
理
し
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
一
人

ひ
と
り
に
最
適
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
最
適
な
媒
体
と
タ

イ
ミ
ン
グ
で
自
動
配
信
す

る
。
来
店
ス
タ
ン
プ
や
ク

ー
ポ
ン
機
能
を
備
え
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
プ
リ
の
開
発

に
も
対
応
し
、
自
社
顧
客

と
し
て
の
囲
い
込
み
を
実

現
す
る
。
さ
ら
に
ク
チ
コ

ミ
の
収
集
・
返
信
自
動

化
、
売
上
集
計
の
完
全
自

動
化
な
ど
省
人
化
メ
ニ
ュ

ー
も
充
実
し
て
い
る
。

人
手
不
足
対
策
で
は
、

求
人
原
稿
の
作
成
か
ら
求

人
広
告
運
用
、
応
募
者
へ

の
初
期
対
応
、
面
接
日
程

の
確
定
ま
で
を
丸
ご
と
担

う
採
用
業
務
一
括
代
行
の

人
気
が
高
ま
っ
て
お
り
、

現
場
は
面
接
に
集
中
す
る

だ
け
で
応
募
の
質
と
量
を

高
め
ら
れ
る
。
導
入
企
業

は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

日
本
全
国
に
広
が
る
。
Ｓ

Ｓ
が
抱
え
る
課
題
は
一
社

一
社
異
な
る
た
め
、
当
社

は
対
面
訪
問
と
現
場
へ
の

支
援
を
徹
底
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
合
わ
せ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
提
案
を
実
施

す
る
。

「
何
か
ら
手
を
つ
け
れ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
」「
こ
ん
な
相
談
で
も

い
い
の
か
」
│
と
い
っ
た

漠
然
と
し
た
悩
み
こ
そ
歓

迎
し
て
い
る
。
導
入
あ
り

き
の
売
り
込
み
は
せ
ず
、

全
国
各
地
か
ら
の
要
請
で

あ
っ
て
も
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
軽
く
現
地
へ
直
接
赴

く
。〝
ま
ず
は
じ
っ
く
り

と
対
話
を
重
ね
る
〞
姿
勢

を
最
優
先
事
項
と
し
て
お

り
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

し
て
ほ
し
い
。

ネ
ッ
ト
か
ら

月
間
100
件
超
の
油
外
新
規
客

新
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
展
開

た
顧
客
の
固

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ム

だ
。
顧
客

履
歴
を
一

（
人
工

メ
ン
テ
モ

ニ
ッ
ポ
ン
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
加

る
」「
薬
剤
コ
ス
ト
が
発
生
す

場をプ料

ア
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ｓ
特
化
Ｄ
Ｘ
で
集
客
・
固
定
化
や
採
用
支
援

車
販
促
進
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
再
構
築

誰でも高い油外収益実現
純水洗車とオゾン脱臭装置

不
透
明
感
を
増
す
原
油
価
格
や
中
長
期
的
な
燃
料
油
需
要
の

減
少
に
直
面
す
る
Ｓ
Ｓ
経
営
に
お
い
て
、
本
業
の
動
向
に
左
右

さ
れ
な
い
「
油
外
事
業
の
強
化
」
は
生
き
残
り
を
か
け
た
最
重

要
課
題
と
い
え
る
。

現
在
、
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
戦
場
は
車
両
販
売
か
ら
、
購

入
後
の
車
検
、
整
備
、
ア
プ
リ
連
携
な
ど
、
車
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
継
続
し
て
収
益
を
上
げ
る
仕
組
み
作
り
へ

と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

し
か
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
車
販
、
保
険
と
い
っ
た
従
来
の
油

外
メ
ニ
ュ
ー
は
整
備
工
場
や
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
競
合
も
多

く
、
単
品
の
バ
ラ
売
り
で
は
今
後
通
用
し
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
タ
イ
ヤ
や
洗
車
ほ
か
基
本
油
外
と
先
進
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
連
動
さ
せ
「
ト
ー
タ
ル
カ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｔ
Ｃ
Ｓ
）」

と
し
て
セ
ッ
ト
提
案
し
、
顧
客
の
生
涯
価
値
を
高
め
て
囲
い
込

む
戦
略
が
欠
か
せ
な
い
。
あ
わ
せ
て
、
深
刻
化
す
る
人
手
不
足

を
背
景
に
、
省
力
化
や
自
動
化
に
よ
る
「
脱
・
属
人
化
」
の
仕

組
み
作
り
も
重
要
だ
。

今
回
は
、
新
た
な
成
長
戦
略
を
模
索
す
る
Ｓ
Ｓ
の
課
題
を
解

決
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
Ｓ
Ｓ
支
援
各
社
の
最
新

提
案
や
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
広
く
紹
介
す
る
。

ラル０か（の販中イーの収

「モビ市場」ではＡＩが顧客の車両選択を支援

ひーイるーリにと現ミ化

ＳＮＳショート動画販促が好評

い
ず
れ
も
短
時
間
施
工
可
能
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近
年
、
大
口
径
化
や
ラ

ン
フ
ラ
ッ
ト
化
が
進
む
タ

イ
ヤ
交
換
は
、
作
業
負
担

と
難
易
度
の
高
さ
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
解

決
策
と
し
て
、
難
度
の
高

い
超
扁
平
タ
イ
ヤ
の
交
換

ま
で
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
が
、
レ
バ
ー
レ
ス
オ

ー
ト
マ
チ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ン
ジ
ャ
ー
「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
３
０
０
」
だ
。
最
大

確
実
に
行
え
る
。

ア
ー
ム
位
置
を
正
確
に

出
す
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
ポ

イ
ン
ト
は
、
位
置
出
し
に

よ
っ
て
ホ
イ
ー
ル
と
の
接

触
を
防
ぎ
、
作
業
性
を
高

め
る
の
に
一
役
買
う
。
ま

た
、
誤
操
作
を
防
ぐ
フ
ッ

ト
ペ
ダ
ル
配
列
な
ど
で
作

業
安
全
性
に
も
十
分
配
慮

し
て
い
る
。

本
体
寸
法
は
横
幅
２
３

７
０
㍉
㍍
×
奥
行
き
１
８

０
０
㍉
㍍
×
高
さ
１
９
０

０
㍉
㍍
で
、
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
エ
ア
ー
ジ
ェ
ッ
ト

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
サ
イ

ド
ウ
ォ
ー
ル
の
柔
ら
か
な

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
ク
等
の
充

填
に
威
力
を
発
揮
す
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

に
対
応
可
能
な
防
爆
仕
様

「
Ｓ
３
０
０
‐
Ｇ
」
も
取

り
揃
え
て
お
り
、
多
様
な

現
場
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

カ
ー
コ
ン
ビ
ニ
倶
楽
部
は

「
20
年
後
も
地
域
に
選
ば
れ

る
店
舗
づ
く
り
」
を
掲
げ
、

全
国
の
加
盟
店
と
と
も
に
構

造
改
革
を
進
め
て
い
る
。
人

口
減
少
や
整
備
士
不
足
、
若

者
の
車
離
れ
と
い
っ
た
逆
風

の
な
か
、
カ
ギ
を
握
る
の
は

〝
若
年
層
を
い
か
に
獲
得

し
、
一
生
客
に
育
て
る
か
〞

間
外
の
需
要
も
取
り
逃
さ
な

い
た
め
、
送
客
が
前
年
比
１

３
０
％
に
伸
び
た
店
舗
も
存

在
す
る
。

一
方
、
一
度
来
店
し
た
客

の
再
来
店
を
促
す
の
が
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
連
携
ツ
ー
ル
「
Ｃ
ｈ
ｏ

ｋ
ｕ
！
（
チ
ョ
ク
）」
だ
。

来
店
客
の
車
両
ナ
ン
バ
ー
か

ら
車
検
証
情
報
を
取
得
し
、

車
検
や
オ
イ
ル
交
換
な
ど
次

回
時
期
に
合
わ
せ
個
別
・
自

動
で
配
信
。
手
作
業
で
は
難

し
い
提
案
を
自
動
化
す
る
こ

と
で
、
登
録
客
の
車
検
リ
ピ

ー
ト
率
７
割
、
再
入
庫
が
８

割
を
超
え
る
店
舗
も
生
ま
れ

て
い
る
。

店
舗
側
の
主
な
作
業
は

「
事
例
掲
載
」「
ク
チ
コ
ミ

依
頼
」「
予
約
対
応
」
の
３

つ
で
、
複
雑
な
ウ
ェ
ブ
対
策

や
Ａ
Ｉ
領
域
の
取
り
組
み
は

本
部
が
担
う
。
加
盟
形
態
は

通
常
の
看
板
掲
示
に
加
え
、

ネ
ッ
ト
集
客
戦
略
に
絞
っ
た

ラ
イ
ト
な
加
盟
パ
ッ
ケ
ー
ジ

「
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
・
プ
ラ

ン
」
を
用
意
。
新
規
参
入
の

ハ
ー
ド
ル
が
大
き
く
下
が

り
、
Ｓ
Ｓ
に
と
っ
て
よ
り
始

め
や
す
い
環
境
を
整
え
た
。

20
年
先
も
選
ば
れ
る
店
舗
づ

く
り
へ
、
無
料
相
談
も
受
け

付
け
て
い
る
。

ク
ー
ル
メ
カ
ニ
ッ
ク
は
、

こ
う
し
た
過
酷
な
現
場
環
境

を
改
善
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
安

全
と
店
舗
稼
働
率
を
守
る
た

め
に
開
発
し
た
暑
熱
対
策
シ

ス
テ
ム
で
、
エ
ア
ー
と
水
が

あ
れ
ば
屋
内
外
、
場
所
を
選

ば
ず
設
置
可
能
。
最
大
の
特

徴
は
、
特
許
取
得
済
み
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ノ
ズ
ル
か
ら
噴
霧

さ
れ
る
微
細
ミ
ス
ト
に
あ

る
。
粒
径
が
極
め
て
小
さ
い

ミ
ス
ト
（
最
小
０
・
０
０
５

㍉
㍍
）
を
空
間
に
放
出
す
る

た
め
、
触
れ
て
も
濡
れ
に
く

く
、
効
率
よ
く
周
囲
の
温
度

を
下
げ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

ま
た
排
熱
が
な
い
た
め
室
内

に
熱
が
こ
も
る
心
配
も
な
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
設
計
で
設

置
お
よ
び
設
置
後
の
移
動
も

容
易
に
行
え
る
。
部
分
的
に

高
温
に
な
り
や
す
い
作
業
ス

ペ
ー
ス
や
、
ス
タ
ッ
フ
が
集

中
す
る
エ
リ
ア
を
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
冷
却
す
る
こ
と
も
可

能
。
ノ
ズ
ル
後
端
に
は
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
搭
載
し
て
い
る
た

め
、
門
型
リ
フ
ト
な
ど
の
金

属
部
に
も
簡
単
に
取
り
付
け

ら
れ
る
。
ノ
ズ
ル
と
マ
グ
ネ

ッ
ト
間
に
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
採
用
し
て
い

る
た
め
、
噴
霧
方
向
の
調
整

も
容
易
に
行
え
る
。

基
本
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
４
個

猛
暑
対
策
冷
却
ミ
ス
ト

「
ク
ー
ル
メ
カ
ニ
ッ
ク
（
Ｃ

Ｌ
Ｍ
‐
０
４
）」
は
、
水
を

微
細
な
ミ
ス
ト
状
に
噴
霧
・

気
化
さ
せ
、
そ
の
気
化
熱
に

よ
っ
て
周
囲
の
温
度
を
低
下

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
昨
年

６
月
の
改
正
労
働
安
全
衛
生

規
則
施
行
に
よ
り
企
業
の
熱

中
症
対
策
が
義
務
化
さ
れ
る

な
か
、
ク
ー
ル
メ
カ
ニ
ッ
ク

は
職
場
環
境
改
善
や
従
業
員

の
健
康
管
理
、
Ｅ
Ｓ
（
従
業

員
満
足
度
）
向
上
に
貢
献
す

る
。近

年
、
日
本
の
夏
季
に
お

け
る
記
録
的
な
猛
暑
は
深
刻

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
と
く
に
Ｓ
Ｓ
の
ピ
ッ
ト

エ
リ
ア
は
、
開
放
型
で
外
気

の
影
響
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受

け
る
た
め
エ
ア
コ
ン
が
効
き

に
く
く
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
労

働
環
境
悪
化
や
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
炎
天
下
で
の

給
油
・
接
客
と
い
っ
た
フ
ィ

ー
ル
ド
作
業
と
、
こ
も
っ
た

熱
が
逃
げ
に
く
い
ピ
ッ
ト
作

業
を
往
復
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

体
力
消
耗
は
極
め
て
激
し
い

の
が
現
状
だ
。

の
特
徴
は
熟
練
の
コ
ツ
や

腕
力
を
必
要
と
し
な
い
点

に
あ
る
。
経
験
や
性
別
を

問
わ
ず
、
誰
も
が
確
実
か

つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
タ
イ

ヤ
マ
イ
ス
タ
ー
の
技
術
を

再
現
で
き
る
。

ア
ッ
パ
ー
ア
ー
ム
の
ロ

ー
タ
リ
ー
ヘ
ッ
ド
に
３
種

類
の
レ
バ
ー
を
搭
載
し
、

ビ
ー
ド
落
と
し
か
ら
タ
イ

ヤ
取
り
外
し
、
組
み
付
け

ま
で
の
一
連
の
工
程
を
作

業
者
に
代
わ
っ
て
行
う
こ

と
で
、
経
験
の
浅
い
メ
カ

ニ
ッ
ク
で
も
安
全
か
つ
効

率
的
な
タ
イ
ヤ
交
換
が
可

能
と
な
る
。

操
作
は
コ
ン
ソ
ー
ル
の

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
行

う
た
め
、
ホ
イ
ー
ル
を
傷

つ
け
る
心
配
は
な
く
、
従

来
の
よ
う
な
負
荷
の
か
か

る
レ
バ
ー
作
業
や
力
仕
事

も
一
切
不
要
。
さ
ら
に
、

タ
イ
ヤ
の
大
型
・
重
量
化

に
対
応
す
る
「
ホ
イ
ー
ル

リ
フ
タ
ー
」
も
標
準
装
備

し
、
エ
ア
圧
式
で
最
大
１

０
０
㌕
ま
で
の
昇
降
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

ホ
イ
ー
ル
の
固
定
に

は
、
確
実
な
ロ
ッ
ク
が
可

能
な
「
セ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

方
式
」
を
採
用
。
さ
ら

に
、
タ
ワ
ー
部
の
駆
動
に

油
圧
式
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
ス
ム
ー
ズ
な
前
後
・

上
下
移
動
を
実
現
し
た
。

イ
ン
バ
ー
タ
モ
ー
タ
に
よ

る
滑
ら
か
な
回
転
に
よ

り
、
タ
イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル

の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
時
の

位
置
合
わ
せ
も
簡
単
か
つ

で
あ
る
。
ス
マ
ホ
検
索
と
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）、
そ
し
て

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
組
み
合
わ
せ
た

集
客
・
囲
い
込
み
の
仕
組
み

で
、
Ｓ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る

加
盟
店
の
収
益
向
上
や
リ
ピ

ー
ト
客
拡
大
を
支
援
す
る
。

若
年
層
の
ス
マ
ホ
普
及
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
来
店

の
可
否
は
「
来
店
前
の
ス
マ

ホ
検
索
」
で
決
ま
る
と
い
っ

て
い
い
。
当
社
は
検
索
エ
ン

ジ
ン
で
上
位
表
示
を
狙
う
Ｓ

Ｅ
Ｏ
、
地
図
検
索
で
上
位
３

枠
を
押
さ
え
る
Ｍ
Ｅ
Ｏ
、
Ａ

Ｉ
が
店
舗
を
推
薦
す
る
Ａ
Ｅ

Ｏ
（
Ａ
Ｉ
検
索
最
適
化
）
の

三
段
構
え
で
対
応
す
る
。
年

間
約
１
２
０
０
万
人
が
訪
れ

る
公
式
サ
イ
ト
の
ド
メ
イ
ン

パ
ワ
ー
と
、
８
万
件
を
超
え

る
施
工
事
例
が
加
盟
店
の
取

り
組
み
を
後
押
し
す
る
。
Ｍ

Ｅ
Ｏ
で
は
星
４
・
５
以
上
、

ク
チ
コ
ミ
１
０
０
件
超
を
目

標
に
「
ま
ず
選
ば
れ
る
店
」

を
目
指
す
。
20
〜
30
代
の
利

用
率
が
９
割
を
超
え
る
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
の
提
携
も
接
点

を
広
げ
る
取
り
組
み
だ
。

検
索
で
得
た
見
込
み
客
を

来
店
へ
つ
な
ぐ
の
が
ウ
ェ
ブ

予
約
シ
ス
テ
ム
。
顧
客
は
24

時
間
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
予
約

で
き
、
店
舗
は
内
容
を
承
認

す
る
だ
け
で
よ
い
。
営
業
時

の
ノ
ズ
ル
を
セ
ッ
ト
し
て
お

り
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
さ
ら
に

増
結
す
る
こ
と
も
可
能
（
増

結
ユ
ニ
ッ
ト
は
２
セ
ッ
ト
ま

で
の
追
加
を
推
奨
）。

熟
練
技
術
不
要
の
最
新
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

効
下
げ

た
排

熱
が

の
夏
季
に
お

の
が
現
状

バ
ン
ザ
イ

の
特
徴
は

腕
力
を
必

に
あ
る
。

イ
ヤ
サ
カ

店
「
事

依
頼

つ
で

カ
ー
コ
ン
ビ
ニ
俱
楽
部

超
扁
平
タ
イ
ヤ
ま
で
強
力
サ
ポ
ー
ト

た
め

く
、

は
極
め
て
激
し
い

だ
。

に
熱コ

置
お

容
易

高
温

ペ
ー

中
す

ン
ト

能
。

ネ
ッ

め
、

属
部

ら
れ

ッ
ト

く
、

を
下

ま
た

に
熱

だ
。特許取得の

オリジナルノズル

ウェブ・ＡＩ施策多数展開

若年層獲得から生涯顧客化へ

冷却ミスト噴霧で職場環境改善
気
化
熱
に
よ
っ
て
周
囲
の
温
度
を
低
下

ＳＩＣＥ　Ｓ300

た
３
０

在
す一

の
再

Ｎ
Ｅ

ｋ
ｕ

来
店

ら
車

車
検

回
時

動
で

し
い

と
で

ー
ト

複雑なウェブ対策やＡＩ活用は本部が担う

厳
し
い
市
場
環
境
下
で
Ｓ
Ｓ

が
勝
ち
残
る
た
め
に
は
、
高
い

収
益
性
を
誇
る
車
販
ビ
ジ
ネ
ス

か
ら
ト
ー
タ
ル
カ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
こ
と
が
大
き
な
テ

ー
マ
と
な
る
。
地
域
密
着
の
Ｓ

Ｓ
に
お
い
て
車
販
は
取
り
組
み

や
す
い
事
業
と
い
え
る
が
、
さ

ら
に
当
社
は
車
検
ビ
ジ
ネ
ス
を

起
点
と
し
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
接

点
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
「
買

い
替
え
需
要
」
を
確
実
に
取
り

込
む
「
車
検
連
動
型
車
販
モ
デ

ル
」
に
も
着
手
し
て
い
る
。

同
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
成
功

を
支
え
る
の
が
独
自
の
シ
ス
テ

ム
だ
。
車
検
拡
販
の
要
と
な
る

の
は
、
来
店
履
歴
と
車
検
証
デ

ー
タ
を
自
動
取
得
し
、
最
適
な

時
期
を
特
定
す
る
車
番
認
証
シ

ス
テ
ム
「
Ｎ
Ｘ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」。

こ
れ
を
補
足
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
「
Ａ
Ｂ
Ｍ
」
や
、
来

店
し
な
い
ユ
ー
ザ
ー
へ
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
セ
グ
メ
ン

ト
配
信
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｐ
」
を

併
用
す
る
こ
と
で
、
人
手
不
足

の
現
場
で
も
顧
客
と
の
接
触
頻

度
を
カ
バ
ー
し
、
効
率
的
な
販

促
活
動
が
可
能
と
な
る
。
ま
た

Ｎ
Ｘ
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
は
車
検
後
の
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
も
威
力
を

発
揮
し
、
給
油
や
洗
車
で
日
常

的
に
使
っ
て
も
ら
え
る
Ｓ
Ｓ
の

強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
、
顧

客
と
の
関
係
性
を
よ
り
深
く
築

く
こ
と
が
で
き
る
。

乗
り
換
え
商
談
の
際
に
は
車

販
・
買
い
取
り
の
販
促
か
ら
、

中
古
車
相
場
情
報
、
帳
票
作

成
、
在
庫
管
理
、
収
支
計
算
ま

で
を
網
羅
し
た
「
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｗ
Ｅ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
」
が
サ
ポ
ー
ト
。

車
販
事
業
の
実
務
に
必
要
な
機

能
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
。

く
わ
え
て
、
直
近
で
は
Ｓ
Ｓ

の
買
い
取
り
に
つ
い
て
販
促
施

策
を
強
化
し
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
人
材
育
成
に
も
注
力
し
、
接

客
・
販
売
・
買
取
ノ
ウ
ハ
ウ
を

段
階
的
に
学
べ
る
研
修
メ
ニ
ュ

ー
を
完
備
。
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

や
会
報
誌
を
通
じ
、
成
功
事
例

を
組
織
全
体
で
共
有
・
蓄
積
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
ト
ー
タ
ル
カ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
高
い

ニ
ー
ズ
が
あ
る
リ
ペ
ア
・
軽
鈑

金
を
「
ピ
ッ
カ
ー
ズ
」
で
、
地

域
の
生
活
を
支
え
る
レ
ン
タ
カ

ー
を
「
ニ
コ
ニ
コ
レ
ン
タ
カ

ー
」
で
連
携
。
こ
れ
ら
ト
ー
タ

ル
な
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
貴
社

の
Ｓ
Ｓ
経
営
を
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ

マ
ー
づ
く
り
と
収
益
最
大
化
を

同
時
に
実
現
し
て
い
く
。

車
検
連
動
型
車
販
を
継
続
推
進

期
を
特
定
す
る
車
番
認
証
シ

中
古
車
相
場
情
報
、
帳
票
作

の
Ｓ
Ｓ

ア
ッ
プ

マ
ー
づ

同
時
に

ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
カ
ー
ズ

収
益
最
大
化
と

囲
い
込
み
実
現
へ
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
民
備
９
万

㌧
減
の
59
日
相
当

エ
ネ
庁

月

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

は
、

月
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
備

蓄
状
況
を
発
表
し
た
。
民

間
備
蓄
は
前
月
比

万

㌧
減
の

万

㌧
、
日
数
換
算

で
は
約

日
分
減
り

日

分
相
当
と
な
っ
た
。
国
備

は
前
月
比
横
ば
い
の

万

㌧
。

【
田
辺
市
＝
和
歌
山
】

岩
谷
産
業
と
エ
ネ
ア
ー
ク

関
西
は

月

日
、
和
歌

山
県
田
辺
エ
リ
ア
に
お
け

る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
定
供
給

体
制
の
強
化
を
目
的
に
、

エ
ネ
ア
ー
ク
関
西
田
辺
充

填
所
に
関
す
る
資
産
譲
渡

な
ら
び
に
事
業
協
力
に
関

す
る
諸
契
約
を
締
結
し

た
。

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー

は
、

月
末
現
在
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
卸
価
格

を
発
表
し
た
。

月
末
の
平
均
単
価
は

前
回
調
査
時
（

月
末
）

か
ら

当
た
り

円
弱
高

騰
し
、

円

銭
高
の

月

日

に
エ
ネ
ア
ー

ク
関
西
本
社

（
大
阪
市
中

央
区
）
で

「
田
辺
エ
リ

ア
に
お
け
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
安
定
供
給
お
よ

び
Ｂ
Ｃ
Ｐ
強
化
へ
の
取
組

み
」
に
つ
い
て
合
同
説
明

会
が
行
わ
れ
、
岩
谷
産
業

近
畿
支
社
和
歌
山
支
店
の

矢
倉
隆
志
支
店
長
と
、
エ

ネ
ア
ー
ク
関
西
リ
ビ
ン
グ

事
業
部
和
歌
山
南
支
社
の

沼
田
誠
支
社
長
ら
が
出
席

し
た
。月

日
付
で
エ
ネ
ア

円

銭
（
消
費
税

別
）
と
な
っ
た
。

立
方

㍍
換
算
で
は

円

ー
ク
関
西
田
辺
支
店
の
土

地
・
建
物
お
よ
び
充
填
施

設
な
ど
を
岩
谷
産
業
へ
譲

渡
し
、
岩
谷
産
業
は
自
社

の
事
業
用
資
産
と
し
て
活

用
す
る
。
固
定
式
充
填
機

を
入
れ
替
え
て
従
来
の

基
か
ら

基
に
増
強
す
る

な
ど
、
充
填
設
備
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行

い
田
辺
エ
リ
ア
に
お
け
る

中
核
充
填
所
と
し
て
の
機

能
強
化
を
進
め
る
。

工
事
期
間
中
に
地
域
顧

客
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

岩
谷
産
業
の
既
存
の
田
辺

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
エ
ネ
ア

銭
。同

価
格
は
小
売
店
所
有

の
容
器
で
小
売
店
店
頭
へ

ー
ク
関
西
御
坊
支
店
の
設

備
を
活
用
し
て
安
定
供
給

の
維
持
に
努
め
る
。
譲
渡

後
も
エ
ネ
ア
ー
ク
関
西
が

階
を
田
辺
支
店
と
し

て
、
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー

近
畿
が

階
を
事
務
所
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
従

来
通
り
事
業
運
営
を
行

う
。今

回
の
取
り
組
み
に
よ

持
ち
届
け
る
場
合
の
正
味

価
格
と
な
る
。
容
器
代
は

含
ん
で
い
な
い
。

り
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

災
害
時
を
含
む
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
確
保
や
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給

お
よ
び
、
両
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
性
）
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
将
来
の

事
業
環
境
の
変
化
を
見
据

え
た
事
業
協
力
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
る
。

工
事
期
間
は

月

日

〜

月

日
、
運
用
開
始

時
期
は

月
中
旬
。
工
事

内
容
は
充
填
所
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
と
建
屋
の
改

修
工
事
。

◎
施
設
概
要
▽
名
称
＝

岩
谷
産
業
田
辺
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ

ン
タ
ー
▽
住
所
＝
和
歌
山

県
田
辺
市
下
三
栖

▽
設
備
＝
Ｌ

Ｐ
ガ
ス

㌧
貯
槽

基
、

同

㌧
貯
槽

基
、
充
填

矢
倉
隆
志
支
店
長
（
左
）
と

沼
田
誠
支
社
長

月
以
来
、
カ
ナ
ダ
か
ら
は

昨
年

月
以
来
輸
入
が
な

い
。
総
輸
入
に
占
め
る
米

国
産
割
合
は

・

％
と

い
ぜ
ん
と
し
て
高
止
ま
り

を
続
け
て
い
る
。

家
業
用
の
過
去

年
間

の

月
の
前
年
同
月
比

は
、

年

・

％
（

万

㌧
）

年

・

％
（

万

㌧
）

年

・

％

（

万

㌧
）

年

・

％

（

万

㌧
）

年

・

％

（

万

㌧
）
と

な
っ
た
。

年

月
は

年
前
の
同
月
比

万

㌧
減
少
し

た
。家

業
用
以
外
の

部
門

は
工
業
用

・

％

の

万

㌧
、
自

動
車
用

・

％
の

万

㌧
、
都
市
ガ
ス

用

・

％
の

万

㌧
、
化
学
原
料
用

％

の

万

㌧
。

総
輸
入
は

・

％
の

万

㌧
だ
っ

た
。
伸
長
を
続
け
て
い
た

米
国
産
が

・

％
の

万

㌧
と
ほ
ぼ
同

程
度
減
っ
た
影
響
が
大
き

く
、
他
方
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は

％
の

万

㌧
と

割
強
増

加
。
中
東
か
ら
は
昨
年

イ
オ
ン
は

日
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
の
爆
発
事

故
に
よ
り
重
大
な
被
害
が

生
じ
た
こ
と
に
鑑
み
、
原

因
究
明
と
再
発
防
止
策
の

立
案
を
目
的
と
し
て
外
部

専
門
家
の
み
で
構
成
す

る
、
客
観
性
の
担
保
さ
れ

た
事
故
調
査
委
員
会
を
発

足
さ
せ
た
。

事
故
調
査
委
員
会
の
構

成
メ
ン
バ
ー
、
委
託
事
項

は
次
の
通
り
。

▽
委
員
長
＝
藤
津
康
彦

（
弁
護
士
。
森
・
濱
田
松

本
法
律
事
務
所
外
国
法
共

同
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
）
▽

委
員
＝
丸
山
喜
久
（
千
葉

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、

月
末
の
関
東

経
済
産
業
管
内
の

立
方

㍍
平
均
は

円
と

な
っ
た
。
三
部
制
基
本
料

の
平
均
は

円
、

設
備
料
平
均
は

円

と
な
っ
た
。

大
学
大
学
院
工
学
研
究
院

教
授
）
関
谷
直
也
（
東
京

大
学
大
学
院
情
報
学
環
教

授
、
総
合
防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
長
）

▽
事
故
調
査
委
員
会
へ

の
委
嘱
事
項
＝
爆
発
事
故

発
生
の
原
因
解
明
、
人
的

被
害
発
生
の
原
因
解
明

（
避
難
誘
導
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
運
用
の
検
証
を
含

む
）、
再
発
防
止
策
の
提

言
。イ

オ
ン
は
「
事
故
調
査

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
ガ
ス
爆
発
の
専
門
家

（
大
学
教
授
）

人
を
所

属
先
の
承
認
手
続
が
完
了

立
方
㍍
の
平
均
は

万

円
、

立
方

㍍
は

万

円
で

っ
た
。

各
県
別
の

立
方
㍍
地

域
安
値
は
以
下
の
通
り

（
カ
ッ
コ
内
は
平
均
価

格
）。

次
第
、
追
加
選
任
す
る
予

定
。
そ
の
ほ
か
委
員
会
の

活
動
を
補
佐
す
る
た
め
、

弁
護
士
な
ど
か
ら
な
る
調

査
補
助
者
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
起
用
す
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
」

「
事
故
調
査
委
員
会
に
よ

る
報
告
書
を
受
領
次
第
、

そ
の
内
容
を
開
示
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
災
害
時

に
お
け
る
イ
オ
ン
と
し
て

の
新
た
な
防
災
基
準
の
策

定
と
施
設
の
安
全
性
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
に
反

映
さ
せ
て
い
く
」
な
ど
と

し
て
い
る
。

▽
茨
城
県
南

円
（

円
）
▽
栃

木
県
宇
都
宮

円

（

円
）
▽
群
馬

県
東
部

円
（

円
）
▽
埼
玉
県
西

部

円
（

円
）
▽
千
葉
県
東
葛
飾

財
務
省
は

日
、

月

分
の
貿
易
統
計
速
報
を
発

表
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｃ

Ｉ
Ｆ
価
格
（
運
賃
・
保
険

料
込
み
着
値
）
は
、
前
月

よ
り
㌧
当
た
り

円
高
の

万

円

だ
っ
た
。
前
年
同
月
比
で

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
保
安
共

済
事
業
団
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販

売
事
業
者
賠
償
責
任
保
険

の

年
度
契
約
最

終
集
計
に
よ
る
消
費
者
戸

数
が
ま
と
ま
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
全
国
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
数
は

万

件
、
消
費
者

戸
数
は

万

件
と
な
っ
た
。
前
年

度
の
契
約
と
比
較
す
る
と

事
業
者
は

件
、
消

費
者
戸
数
は

万

件
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
っ

た
。同

数
値
は
家
庭
業
務
用

ガ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ガ
ス
含
む
）
を
販
売
す
る

事
業
者
で
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
と
全
農
契
約
の

年
度
契
約
（

年

月
か
ら

年

月
ま
で
）
の
集
計

結
果
と
な
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
関
東

の
事
業
者
が
最
多
で

件
、
次
い
で
九
州
が

件
と
な
っ
た
。

消
費
者
戸
数
に
関
し
て
は

〜

件
以
下
が

割
を
占
め
る

件

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
振
興
セ

ン
タ
ー
は

年
度

の
年
度
末
ま
で
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
燃
料
流
通
政

策
室
か
ら
の
委
託
事
業

「
石
油
ガ
ス
取
引
適
正
化

対
策
調
査
な
ど
事
業
」（
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
商
慣
行
是
正
に
実

効
性
確
保
に
関
す
る
事

業
）
を
実
施
し
て
い
る
。

事
業
目
的
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

商
慣
行
通
報
フ
ォ
ー
ム
に

寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
分
析

な
ど
を
通
じ
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
業
界
に
お
け
る
商
慣
行

是
正
の
実
効
性
確
保
を
図

り
、
取
引
の
適
正
化
を
推

進
す
る
こ
と
。

主
な
内
容
は
次
の
通

り
。

▽
通
報
情
報
の
分
類
・

分
析
▽
経
済
産
業
局
・
地

方
自
治
体
に
お
け
る
法
執

行
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
▽
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

者
へ
の
調
査
▽
燃
料
油
な

ど
支
援
策
の
実
績
分
析
▽

調
査
報
告
書
の
と
り
ま
と

め
。

高
圧
液
化
微
減
42
万

㌧
、
プ
ロ
パ
ン
増
加

内
航
連

月

輸
送
実
績

日
本
内
航
海
運
総
連
合

会
集
計
に
よ
る
、
内
航
需

要
の

％
を
占
め
る
内
航

海
運
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
お

け
る

月
の
輸
送
実
績
が

６
月
ジ
ャ
パ
ン
タ

ク
シ
ー
５
万
4989
台

国
交
省
な
ど
集
計

累
計
販
売
台
数

国
土
交
通
省
自
動
車
局

な
ど
の
集
計
に
よ
る
と
、

ト
ヨ
タ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
搭
載
タ

ク
シ
ー
専
焼
車
Ｊ
Ｐ
Ｎ

Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
（
ジ
ャ
パ
ン
タ

ク
シ
ー
）
の

月
末
日
時

点
の
累
計
販
売
台
数
は

万

台
と
な
っ

た
。
月
間
販
売
台
数
は

台
（
前
年
同
月
比

台
増
、

年

月
比

台
増
）
累

加
が
継
続
し
て
い
る
。

月
は
一
部
で
ブ
タ
ン
の
減

少
が
あ
っ
た
が

月
は
プ

ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
と
も
に

増
加
が
み
ら
れ
た
。
液
体

ア
ン
モ
ニ
ア
も
増
加
が
続

く
一
方
、
エ
チ
レ
ン
と
塩

ビ
モ
ノ
マ
ー
の
減
少
も
続

き
高
圧
液
化
ト
ー
タ
ル
と

し
て
は
前
年
同
月
並
み
に

着
地
し
た
。

ま
た
内
航
船
全
体
を
み

る
と
、
貨
物
船
は
雑
貨
、

油
送
船
は
ケ
ミ
カ
ル
、
耐

腐
食
以
外
が
減
少
し
、
と

も
に
全
体
で
落
ち
込
み
、

計
の
前
年
同
月
比
で
は

％
（

台

増
）。また

ク
ラ
ウ
ン
コ
ン
フ

ォ
ー
ト
な
ど
の
従
来
型
Ｌ

Ｐ
Ｇ
専
焼
タ
ク
シ
ー
は

月
末
ま
で
の
統
計
が
公
表

さ
れ
て
お
り
、
同
月
の
Ｊ

Ｐ
Ｎ
累
計
販
売
台
数
と
合

わ
せ
た
総
Ｌ
Ｐ
Ｇ
タ
ク
シ

ー
（
バ
イ
フ
ュ
ー
エ
ル
な

ど
を
の
ぞ
く
）
は
前
年
同

月
比

％
（

台

減
）
の

万

台

と
な
っ
た
。

月
の
総
Ｌ

Ｐ
Ｇ
タ
ク
シ
ー
に
占
め
る

Ｊ
Ｐ
Ｎ
タ
ク
シ
ー
の
割
合

は

・

％
。

と
く
に
油
送
船
は

割
減

少
し
た
。
台
風

号
、

号
、

号
の
接
近
、
通

貨
、
梅
雨
前
線
に
と
も
な

う
荒
天
で
船
舶
の
運
行
に

影
響
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
で

は
、
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
と

も
に
減
少
し
燃
料
全
体
で

％
と
な
っ
た
。
一
部
の

商
社
で
石
炭
専
用
船
が
修

理
中
。
ま
た
雑
貨
は

％
と
増
え
て
い
る
が
、

一
部
の
商
社
で
樹
脂
製
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
減
産
の
影
響

も
み
ら
れ
た
と
い
う
。

月
末
の
専
焼
タ
ク
シ

ー

万

台
の
地

域
別
内
訳
は
、
北
海
道

台
、
東
北

台
、
関
東

万

台
、
北
陸
信
越

台
、
中
部

台
、
近
畿

万

台
、
中
国

台
、

四
国

台
、
九
州

万

台
、
沖
縄

台
。
車
種
別
の
内

訳
は
貨
物

台
、

乗
合
（
バ
ス
）

台
、
タ

ク
シ
ー
の
ぞ
く
乗
用

台
、
特
種
（
特
殊
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

台
と
な
っ
た
。

日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の

月
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
給
概
況
、
都
道
府
県
別
販
売
数
量
が
ま
と
ま

っ
た
。
主
力
の
家
庭
業
務
用
は
前
年
同
月
比

・

％
（

万

㌧
減
）
の

万

㌧
、

部
門
で
増
加
し
た
の
は
工
業
用
だ
け
で
合
計
の
総
販
売
量
も

・

％
の

万

㌧
だ
っ
た
。

◎
全
国
の
価
格
分
布
状

況
（
構
成
比
）

▽

〜

円

・

％
▽

〜

円

・

％

▽

〜

円

％
▽

〜

円

％
▽

〜

円

％
▽

〜

円

・

％

▽

〜

円

円
（

円
）▽

東
京
都
北
多
摩
北

円
（

円
）
▽
神
奈
川
県
足
柄
上

円
（

円
）
▽
新
潟
県
長
岡

円
（

万

円
）

▽
長
野
県
大
北
・
松
本

円
（

円
）
▽
山
梨
県
富
士
北
麓

円
（

円
）
▽
静
岡
県
浜
松

円
（

円
）。

に
の
ぼ
っ
た
。
逆
に

万

件
以
上
持
つ
事
業
者
は

件
あ
っ
た
。

は

万

円
上
昇

し
た
。

数
量
は

万

㌧
増
の

万

㌧
、
金
額
は

億

万
円
高
の

億

万
円
と
な
っ
た
。

為
替
平
均
レ
ー
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【大阪】新コスモス電機は 日、
社内コミュニケーション活性化と広
報強化を狙いに、 人が参画する大
規模プロジェクト「ＣＯＳＭＯＳ社
内広報ラボ」を発足した。各部署の
中堅、若手従業員が現場の話題や取
り組み、部署の魅力を収集して発信
するもの。
　従業員自らが情報発信者となり、
部署や立場を越えて相互理解を深
め、メンバー同士のつながりを強化
し、コミュニケーションを目指す。
月にキックオフミーティングを開

催し、プロジェクトの構想を共有す
るなど準備を進めてきた。
　社内報やグループ報など既存の広
報基盤を生かしながら、現場発の情
報を継続的に掘り起こし、組織全体
に広げていく仕組みづくりを強化。
メンバーによる月 回の「ネタ出し
・情報収集」のほか、年 回の「ラ
ボ会」では、各部署の課題や取り組
みを共有し、広報企画につなげると
いう。
　継続的に現場の声を発信すること
で、情報の量、質を向上させるとと
もに、さまざまな立場の従業員間の
相互理解を深め、仕事に対するモチ
ベーション維持などを含め、従業員
の成長機会や風通しの良い組織づく
りへの効果を期待している。

　第一エネルギー設備（本社埼玉県
越谷市・中内啓夫代表取締役）は、
～ 日の 日間「南越谷阿波踊

り」に参加した。同イベントは徳島
県出身でポラスグループ創業者の中
内俊三氏が提唱。毎年数十万人の来
場者が訪れる大規模イベントに成長
し今年で 回目を迎え、今年も第一
エネルギー設備は他社グループ社員
とともにイベント支援に参加した。
「南越谷阿波踊り」には毎年、数
十の連（踊りのグループ）が参加。
第一エネルギー設備も帆波衣連（ポ
パイレン）としてＪＲ南越谷・東武
線新越谷駅前を踊り歩く流し踊り、
屋外特設会場やホールで踊る舞台踊
りを披露。今年は一から踊りや構成
を見直すことなどをテーマに、年間
を通じて練習に励んだ成果をいかん
なく発揮し喝采を浴びた。
　また今年も第一エネルギー設備は
中日の 日に多くの取引先を招待
し、懇親会や合同鑑賞も実施。懇親
会では中内代表が出席者に感謝を伝
えるとともに、恒例の帆波衣連によ
る舞台踊りの披露では連長と鐘の演
奏を務める塚山貴之ガス販売部長が
あいさつした。今年は天候の影響で
プログラムが一部変更（流し踊りの
中断時間が発生）。懇親会出席者や
社員が帆波衣連とともにその場で踊
る時間が設けられるなど、例年とは
異なる趣向も好評を博した。

57人参画、部署越えて活性化
新コスモス電機「ＣＯＳＭＯＳ社内広報ラボ」発足

第一エネルギー設備
40回目の南越谷阿波踊りに参加

帆波衣連のホールでの舞台踊り。鐘
を演奏する塚山部長（最後列中央）
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